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Ⅰ　理念･目的･教育目標

医学研究科博士課程の研究・教育理念は、建学の祖である福澤諭吉の「実学の精神」、「独立自
尊」、「半学半教」の精神に加えて、北里柴三郎初代医学部長の「大教室制の導入」と「基礎医学
と臨床医学の連携重視」の方針のもとに、教室内および教室間での不断の交流と基礎と臨床相互
の活発な共同研究を通して、独創的な研究活動・研究指導を行うことができる能力と豊かな人間
性・学識を持つ優れた医学研究者および教育者の育成を目指すことである。一方、近年の急速な
科学技術の進歩により、医学・医療の関連分野においてもより高度な知識と技術が要求されるに
至っている。特に医学・医療の基礎となる製薬・薬品会社やME機器・遺伝子工学関連企業な
どで、医学・医療の基礎知識を備え医療の実践について学んだ人材が望まれている。このような
観点から、医学研究科修士課程では、国民の健康と福祉を担い、医学・医療の実践と研究・教育
を行う人材の養成を目指している。これらの理念のもとに医学研究科における博士課程や修士課
程を修了し、研究・教育の分野において指導的な役割を担える人材を育成してきた。特に 21 世
紀 COEの獲得により、医学研究科博士課程の学生や教員の増員と設備の充実が進むとともに、
修士課程から博士課程への連動も促進され、より多くの人材育成が可能となっている。

Ⅱ　教育研究組織

医学研究科博士課程は基礎系と臨床系から構成され、基礎系の３専攻系（生理系、病理系、予
防医学系）と臨床系の２専攻系（内科系、外科系）に合計 33 研究分野が含まれる。近年の学問
領域の拡大・複雑化に対応して、広い学問分野での研究活動の活性化と学位申請論文の的確な審
査のために、2003 年度より薬剤学、臨床検査医学、救急医学、歯科・口腔外科学の 4研究分野
を増設した。これにより、医学研究科はより充実した組織形態をとることができるようになった
と考えている。

Ⅲ　教育研究の内容･方法と条件整備

Ⅲ－１　教育・研究指導の内容等

（1）　教育課程

・　建学の精神や学部等の理念･目的のカリキュラム編成への体現

大学院博士課程の教育では、主科目（25 単位以上）と副科目の「大学院特別講義」（3単位）
を必修履修科目とし、選択履修科目として「実践的技術習得コース」を設け、実践的な研究実行
能力の育成を行っている。また、「慶應医学会例会」、「総合医科学研究センターセミナー」、「大
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学院連携化を目指した複合・多重化コース」、などの選択科目を開講しており、研究科の理念・
目的である「教室内および教室間での不断の交流と基礎と臨床相互の活発な共同研究を通して、
独創的な研究活動・研究指導を行うことができる能力と豊かな人間性・学識を持つ優れた医学研
究者および教育者の育成」を反映したカリキュラムとなっている。修士課程では、必修科目（生
命倫理学、人体構造学、人体機能学、分子医学、病理・病態学、臨床医学概論、社会医学、
immigration program、医科学特別研究）を中心として、多様な進路に対応して、30 科目の選択
科目が開講されており、修士課程の設置目的である「国民の健康と福祉を担い、医学・医療の実
践と研究・教育を行う人材の養成」を目指して、専門職種と関連の深い医学・医療分野の現状と
今後の展望を把握できるようにカリキュラムが編成されている。博士課程の教育内容は医学部学
士課程の教育内容と十分な連動をもっており、博士課程進学者は学士課程での教育を十分に身に
付けていることを前提としている。このため、医学部以外からの修士課程進学者に関しては、学
士課程での講義が聴講できる制度を導入している。

・　専門的科目･教養的科目･外国語科目等の量的配分

大学院修士課程や博士課程では、特に外国語教育科目をカリキュラムとして設定していない
が、「慶應医学会例会」、「慶應医学賞受賞講演や国際シンポジウム」、「総合医科学研究センター
セミナー」「COE公開シンポジウム」などで多くの英語による講演があり、学生はこれらの講演
に積極的に参加することにより普段から外国語に触れている。

・　必修･選択科目の量的配分

大学院修士課程では、主として 1年生時に 8科目 15 単位を必修科目として受講し、2年間を
通して修士論文作成のための医科学特別研究（6単位）を必修とし、選択科目として設置した 5
群 30 科目から 15 単位以上を選択科目に指定しており、必修と選択科目の量的バランスは適切と
思われる。さらに、必要に応じて医学部や他研究科の開講科目を聴講することが可能となってい
る。一方、博士課程では多数の選択科目を開講しているが、必修履修科目は主科目と「大学院特
別講義」に限定しており、実践的に研究課題を遂行できるように配慮されている。

・　学部横断的カリキュラムの実現状況

2003 年度より、生命科学ＣＯＥプログラムにおいて、研究科横断的カリキュラムによるシス
テムバイオロジー研究者の育成プログラムが行われている。理工学研究科（矢上キャンパス）、
政策メディア研究科（湘南藤沢キャンパス）、先端生命科学研究所（鶴岡キャンパス）と医学研
究科（信濃町キャンパス）の４拠点を遠隔講義システムで結んで、システムバイオロジー関連の
講義が定期的に行なわれ活発な質疑応答が行われている。医学研究科の大学院生は毎回２０名程
度の参加があり、医学の専門分野領域に限らず、情報科学との境界領域を含む幅広い教育がなさ
れている。2004 度以降も、引き続き同システムを活用して、システムバイオロジーの研究者の
養成を進めていく予定である。システムバイオロジーは、分子レベルの情報を統合して生命現象
をシステムとして理解し、制御することを目指す新しい学問分野である。本プログラムにおいて
は、遠隔講義システムを活用することにより、情報科学やコンピューター科学等の専門家による
講義と討論が可能であり、従来の研究科単位の縦割り型の教育では期待できなかった効果が上が
りつつある。
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・　「国際化等の進展に対応するための外国語能力の育成」のための措置

大学院博士課程では、「慶應医学会例会」、「総合医科学研究センターセミナー」、「慶應医学賞
受賞講演や国際シンポジウム」、「COE公開シンポジウム」などで行われる英語での講演の聴講・
質疑応答に加えて、一部の非公式なセミナーとその質疑を全て英語で行う試みがなされている。
また、一部の教室においては、定例の研究討論会等を英語で行っている他、著名な外国人研究者
が来校した折りには、大学院生を中心とした若手対象のランチタイムフリー討論会を企画して、
英語によるコミュニケーション能力の育成に努めている。

・　社会の動きに対応した特色ある教育への取組み、あるいは倫理教育への取組み

2001 年に建設された総合医科学研究センターにおいては、本学の基礎・臨床医学研究系、学
外の研究機関、生命科学領域の企業・ベンチャー企業などが一体となった融合研究の推進機構
（信濃町キャンパスリサーチパーク）が運営されている。このような環境のもとに、大学院生は
学外や企業研究者と自由に交流しており、研究成果の製品化プロセスや特許取得などに関する積
極的な学習を通して、起業家的能力を身に付けている。また、生命倫理学教育の重要性に鑑み、
本塾生命倫理委員会のメンバーと学外の専門家を講師に迎え「生命倫理学講座」を開講している。

（2）　高･大連携への取組み

（3）　国家試験への対応

（4）　医学系･看護系のカリキュラムにおける臨床実習･臨地実習の位置付け・運営方法

（5）　インターンシップ

（6）　国内外の他大学との単位互換の状況と今後の課題

大学院博士課程では、国内外での研究機関や他大学の大学院において研究に従事できる制度が
あり、最長１年間は休学することなく留学することが可能である。毎年若干名が研究目的に適応
した研究施設において研究するために、米国をはじめとする各国に留学している。

（7）　外国人留学生、帰国生、ニューヨーク学院からの進学者などに対するカリキュラム上ある
いは教育指導上の配慮

国外からの医学部学生および大学院進学者に対するカリキュラム上・教育指導上の配慮は特に
行っていない。

（8）　外国人留学生の受入れ･国際プログラムの実施の状況

大学院博士課程では、これまで外国人留学生の受入れ国は中国が主体であり、留学生が少ない
ことが問題であった。その理由の一つとして、外国人の大学院入学試験では英語に加えて日本語
の外国語試験を課していたことがあげられる。そこで、2004 年度からは日本語試験を廃止し、
英語試験のみとすることで対応している。
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（9）　障碍をもつ学生への教育上の配慮

障碍をもつ医学部および大学院学生への教育上の配慮は特に行っていない。

（10）　社会人の再教育･生涯教育の実施状況、また社会人学生に対するカリキュラム・研究指導
上の配慮

大学院修士課程および博士課程とも社会人学生はとっていない。

Ⅲ－２　教育・研究指導方法とその改善

（1）　教育効果をより適切に測定（評価）するための工夫改善への組織的取組み

大学院博士課程では、３年生時に履修内容審査を行っており、その際に学生の知識の修得状況
と研究の進行具合を複数の研究科委員が評価しており、残る課程時間内でスムーズに研究遂行で
きるように教育・指導している。

・修士課程、博士課程修了者の進路状況
医学研究科における修了者の進路状況は下表の通りである。なお、博士課程大学院生の多くは臨
床医であり、修了後は大学助手として大学に残ることが多い。
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（2）　成績評価の厳格性･客観性を確保するための仕組み

ア　大学院における履修科目登録については、博士課程については、各人の将来展望・希望が常
に多彩であるため、上限の設定は規則としては定めていないが、過大とならないよう、指導教授
と相談のうえ個別に決定している。修士課程については、年間２０単位を超えるような場合には
無理をしないよう担当者から助言している。

イ　学生の質の検証･確保を行うために、大学院においては、各指導教授が定期的に担当大学院
生の学力を検査し、質の向上に努めている。また、課程修了のために、博士課程は履修内容審査
を、修士課程は審査委員会での二回にわたる論文審査（公開一回、非公開一回）を課している。

（3）　適切な履修指導または効果的な研究指導を行うための制度・工夫

医学研究科において、適切な履修指導、効果的な研究指導を行うためには、まず大学院生が、
大学院医学研究科の目的、すなわち大学院修了時に到達すべき目標について、常に意識するよう
に働きかけ、漠然と「学位をとること」を目標とすることがないように指導している。「学位を
持つこと」の意義を明示し（例えば「自分で独立して研究を立案し、遂行し、検証できる能力を
持った研究者となること」など）、大学院生のモチベーションを高めることを重視している。い
ずれの制度・工夫においても、講義を担当する教員、研究を指導する教員と学事課との密接な連
携、情報交換が行われるように徹底している。

ア　教員間･学生間およびそれら双方の学問的刺激を誘発する仕組み

医学研究科の大学院生は、学部学生または臨床研修医を経て研究生活に入る場合が多く、はじ
めから研究に必要な学力を身に付けていることは少ない。したがって、講義は研究に必要な基礎
的学力（生化学、分子生物学など）を養うことと、最先端の研究がどのように行われているかを
学ぶことを目標としている。研究のための基礎学力を養うための講義では、教科書を指定するな
どして、均一でもれのない授業が達成されるように配慮している。一方、最先端の研究に関する
講義では、教員がもっとも得意とする自己の研究テーマとその関連分野について、実際の研究活
動に近い内容をわかりやすく講義するように努めている。特に医学 COEと関連の深い発生・再
生医学分野については、学内外の専門家を招いて、各々の分野における最先端の講義を学部教育
と連動しつつ行っている。本講義シリーズは、講師陣と内容の充実さから、学部学生の他に多数
の大学院生や教員が自主的に聴講しており、活発な議論の場となっている。

イ　個別的な研究指導を充実させるための方策

指導教員が、大学院生のために時間を費やすことを厭わないことを強調している。指導教員も
複数の院生を指導しなければならないだけでなく、研究費の獲得、研究体制の整備のほかに、診
療義務、他の教育業務などを担当している場合が多く、非常に多忙である。指導教員は、少なく
とも大学院生が納得する議論ができ、大学院生の質問には必ず答えることができる時間的余裕を
持つ必要があるが、現状では困難な場合も多い。寄付講座などを利用して、大学院生の研究指導
のための専任教員を確保することが有効と考えられる。
大学院生は、一般に知識はあり、既成の問題の解決方法には長けているが、明確に問題を系統
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立てることや論理的に考えることを苦手とする傾向がある。したがって、個別指導の方法として、
「ここにこういう問題がある。どのようにしてあなたはこの問題を解決するか？」と尋ねるなど
の工夫が必要と考えられる。このような間接的な方法を通じて大学院生が自主的に理論を構築で
きるように支援している。また、研究活動自体にやりがいを感じると同時に、研究成果をあげる
には多くの時間が必要であることを認識するような指導が重要と考えられる。早期から研究の面
白さを感じさせるような指導体制や、能力があって成果があがれば、学位取得に要する時間が短
くなる飛び級制度が行われている。

多くの研究科では、研究指導のためにミーティングを充実させている。例えば、以下のような
内容について、通常は週１回以上行われている。

a． 各プロジェクトの進捗状況の報告
b． 実験結果についての議論
c． 連絡事項の伝達

これらにより、研究室の教員間・大学院生間で学問的刺激が誘発され、大学院生が自身の研究
の進行状況を的確に判断し、今後の実験をより実践的に計画する機会となっている。

ウ　研究セミナーへの積極的参加

大学院生が学内で行われる各種研究セミナーに積極的に出席できるように、セミナー情報の周
知を徹底している。また、大学院生は“年間セミナー出席表”に出席したセミナーを記載し、年
度末に学事課に提出する自己申告制度の導入などを計画している。また、各種学会についても
“年間学会出席表”を作成し、発表の有無を含めて出席した学会を学事課に提出することが提案
されている。これらの方法により、大学院生自身のセミナーや学会に対する関心を高めるととも
に学習記録として残してもらうことが主な目的である。

エ　「自主セミナー」の開催

各研究室に所属する大学院生が研究成果を発表し、データの解釈などについて活発に討論する
自主セミナー（COE若手研究者による発表会など）の開催を積極的に支援している。公式な場
では話し合えないような簡単な疑問についての質疑や有用な内部情報の交換の場となっている。
他の研究室の大学院生と話し交流することは、気分転換にもなり、刺激にもなる。また、新しい
発想や共同研究のきっかけになることもあり、教員間･学生間およびそれら双方の学問的刺激を
誘発する仕組みとして機能している。また、大学院生が勉学上のアドバイスを受けられるような
機会としても機能している。

オ　指導教員による個別的な研究指導の充実度

個別的な研究指導においては、大学院生に研究早期から論文草稿を書くことを指導している。
論文を書くことは考えることである。したがって、論文を書き始めると、新しいアイデアが得
られ、見落としていた重要な問題点に気づくことが多い。たとえば実験データの再現性、結論
をサポートするのに十分なデータがそろっているか、コントロール（比較・対照）実験をして
いるか、実験データのばらつき（実験誤差）はどれくらいか、などである。これらの疑問を１
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つ１つつぶしていくために、さらなる計算や実験を繰り返す必要のあることが多い。指導教員
は大学院生の書いた草稿の添削を繰り返し、大学院生は、論理の構築方法を学び、考える方法
や研究する方法を自分のものにするように指導を受けている。早くから多くの論文書きを経験
することによって、論文を書く技術の向上が期待される。
一部の研究室においては、個別的な研究指導の充実度について、年に１～２回の大学院生によ
る評価を行っている。将来的には、評価表を学事課に提出し、指導教員へのフィードバックに役
立てることも検討している。評価項目には、研究の進行状況、基礎的学力の達成度、科学的思考
法の到達度などについての自己評価と、指導教員が十分な指導時間を確保しているか、指導教員
と有意義な議論ができているか、などが含まれる。
複数指導性をとっている場合には、指導責任の順位を明示し、各指導教員について評価が行わ
れるようにしている。学事課がこれを把握するようなシステムも考慮中である。指導責任の順位
を形式的につけることを避け、直接的に指導を行う教員を第一位としてクレジットを与えること
により、指導責任を明確にしている研究室が多い。この順位は、例えば当該研究が学会や論文に
発表された場合の著者の順位に反映される場合がある。

カ　研究分野や指導教員に関する大学院生からの変更希望について

原則として大学院生の希望にしたがって対応している。しかし、混乱を避けるため変更の時期
は随時ではなく、年２回、変更前後の指導教員の合意の上で決定され、変更した大学院生は学位
取得に通常よりも時間がかかる可能性が高いことを了承することなどを条件としている。

キ　独立した研究者を育成するための方策

米国の大学院で実施されているQualifi cation Test、もしくはこれに準じる制度の導入が、一
部の研究室で検討されている。日本の大学院修了者が世界を舞台として活躍する独立した研究者
となるために、講義の充実と並んで効果的であると考えられる。本テストについては、以下の２
つの項目を大学院生に課し、３～５人の研究科委員または研究プロジェクト・リーダーからなる
コミッティーが評価するシステムである。
a． １編のリサーチ・レポートの評価：大学院生が指導教員のもとで行なって得られた初期の
成果を出発点として、その研究がなぜ重要なのか、またこれからどのような方向でこの研
究を進めていくのかを説明するものである。学位論文とは異なり、最終的な研究成果でな
く、これから進めていく研究について十分に理解し、なおかつ考える能力を持っているか
どうかをディスカッションを通じて評価する。

b．２編のオリジナル・リサーチの評価：自分で考えたテーマを提案し、計画書にまとめる。
２つの計画書のうち１つは自分が関係している研究分野のものであり、もう１つは他の研究
分野における提案とする。当該分野の学術論文を多く読むことで、オリジナリティのある的
確な研究テーマを作り出し、それを提案することで能力を評価する。

ク　学生の研究活動への支援措置（研究プロジェクトへの参加促進、各種論文集への執筆促進）

医学部学生については、早くから研究に興味を持つ学生を、自主学習の中で積極的に研究活動
に参加させている。学生が自主学習を選ぶための資料に、具体的な研究内容、業績などを盛り込
んで充実を図るとともに、学生も自主セミナーに積極的に出席するよう支援し、希望する研究プ
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ロジェクトへの参加を促進している。学生が参加したプロジェクトが論文として発表される場合
には、学生を共著者に加えることも重要である。さらに熱意のある学生には、独立した簡単な研
究プロジェクトを与える場合もある。
現状では、指導教員の時間的制約のため、学生の教育・指導が不十分となることが少なくない。

大学院生が自ら関わっているプロジェクトについて、学生の指導係（Teaching Assistant）を務
める場合があり、その場合、学会発表・論文では学生も共著者とするようにしている。
また、研究活動に必要な研修については、大学院生と研究指導者の話し合いを通じて最善の機

会が確保されるように配慮している。通常の研修会への参加はもとより、短期留学、関連臨床施
設における短期特別臨床研修など、基礎系、臨床系、それぞれの教室が研修機会を確保するため
の特別カリキュラム、特例を設置し、個々の大学院生の必要性に応じた柔軟な対応を目指してい
る。

ケ　医学系大学院における臨床系専攻の学生に対し、病院内でなされる教育・研究指導とこれを
支える人的、物的体制の充実度

臨床系専攻の学生においては、病院における臨床経験を研究に生かすことが特に重要である。
実際の診療場面において、専門医師が当該学生の研究領域、将来構想を踏まえて実地教育を行っ
ている。また、病院内で経験される症例については、臨床研究に結び付けることを前提にカンフ
ァレンスなどで検討し、学会、雑誌等で積極的に報告するように指導している。研究室での実験
が研究の中心である場合でも、病院診療に積極的に参加するようにカリキュラムを設定してい
る。いずれの場合でも、大学院生をいわゆる労働力として扱わないように特に配慮している。

コ　医学臨床系専攻の学生について、臨床研修と研究の両立への配慮

臨床系は少なくとも一般臨床研修２年、できればそれに加えて専門医研修２年以上を修了した
後、大学院に入学するように指導し、臨床研修と研究を同時に行うことを避け、どちらかに集中
するようにしている研究室が多い。また、臨床研修と研究を同時に行わなければならない場合に
は、臨床研修を時間で区切ることのできる外来、検査などの研修にとどめ、それが困難な病棟主
治医となるような研修を避けることで、研究および学習の時間を確保するようにしている。

（4）　教育改善または教育研究指導方法の改善への組織的な取組み

・　大学院生による授業評価の導入について

アンケート形式によって得られた評価の扱いは慎重に行うべきである。なぜなら、大学院生の
要求は学部学生に比較して多様なことが予想されるためである。たとえば、ある大学院生の意見
を聞き入れて講義内容を変更すると、別の意見が返ってきて元に戻さざるを得ないことがしばし
ばみられる。そのため、講義の内容よりも講義方法に関して共通する意見を抽出し、簡単なガイ
ドラインを設けることを検討している（下表）。実際には、教員の研究分野が大学院生自身の研
究分野に近い場合には良い授業と評価されることが多い。教科書や論文に書いてあることを説明
するにとどまらず、最先端の研究成果に加えて、研究達成の裏話や競争などのいきさつをまじえ
た講義を行うと、大学院生は興味を持ち、研究に対するモチベーションを高めることになり、結
果として評価も高いようである。大学院生たちが将来、どのような研究生活・人生を送るか、ど
のように競争に打ち勝って成果をあげていくかを考えるための場となることを目指している。
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表　講義アンケートより

・　シラバスの適切性

現在、大学院生を対象とした講義についてシラバス作成は義務化されていない。医学部授業に
ついては、2003 年度から従来のシラバスを大幅に改善し、単に授業予定にとどまらず、授業コ
マごとの教育目標や行動目標を織り込むことで学生が授業を受けるにあたって必要な情報を充分
に盛り込むこととした。今後は、改善後のシラバスに対する学生の声を取り入れ、シラバスと授
業を有機的に連携させるなど、更に教育の質向上に貢献させることが必要と考えられる。同様の
改善策を大学院授業についても実施することが検討されている。

・　学生による授業評価の導入状況

従来、一部の授業科目においてアンケートによる授業評価が導入されていた。医学部教育委員
会及び医学教育統轄センターにおいて、全ての科目において授業評価の導入をするとの方針決定
がなされた結果、2004 年度においては評価用紙を各教育部門にあった形で作成し、授業中およ
び授業終了後の試験時などに実施された。この結果を得て、さらなる教育の改良に取り組む予定
である。今後、大学院を含む医学部全体としての授業評価システムの構築・導入及びシステムそ
のものの評価体制を充実させる予定である。

（5）　授業の適正人数規模

　医学研究科における授業のうち、講義形式（大学院特別講義、年間約 40 コマ）は、定員 68 名
で行われており、質疑応答を含めたインターラクティブな授業形態が可能である。技術講習コー
スなど少人数で行う必要がある授業については、数回に分けて行うことにより双方向授業を実現

好ましい講義
　簡潔・わかりやすい
　はじめのTake home message（目新しさ）
　要点を絞り、列挙する
　最低限重要部分とそれ以外の部分（新しいホットな話題）を区別
　Power Point の使用
　文字が大きく（少なく）、見やすいスライド
　配布物あり
　ハンドアウト（余白・書き込みノートあり）
　症例呈示の形式
　学生に質問をする（参加型）
　少し早めに終わる（集中力の問題もある）

改善してほしい講義
　OHPの使用（文字が小さくて見にくい）
　文字の多いプリント
　重要部分を強調してほしい・単調にならないでほしい
　最低限重要部分とそれ以外の部分（新しいホットな話題）を区別して
　症例・写真・図を多くしてほしい
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している。
　2004 年 7 月に、第２校舎を改築し、サイバーネットによる PBL（Problem-based Learning）
チュートリアルの教育スペースを確保した。９人用の小部屋が 16 部屋確保され、授業人数の適
性化に貢献するものと期待される。このスペースを、少人数授業に使用することにより、講義内
容に合わせて柔軟にクラス編成を設定することが可能になると期待される。

（6）　情報機器を活用した教育の実施状況

2003 度においては、医学研究科修士課程に対する「生命現象のコンピュータシミュレーショ
ン」等において、医学インフォメーションテクノロジーセンター管理の貸し出し PC等を活用し
た授業が行われた。さらに、2004 年度からは、サイバーネットを利用した PBLチュートリアル
を開始すべく準備中である。

（7）　e-Learning、遠隔授業の実施状況と今後の取組み

大学院博士課程については、2003 度より、生命科学ＣＯＥプログラムにおいて、生命科学の
ＲＡを主な対象として、理工学研究科（矢上キャンパス）、政策メディア研究科（湘南藤沢キャ
ンパス）、先端生命科学研究所（鶴岡キャンパス）と医学研究科（信濃町キャンパス）の４拠点
を遠隔講義システムで結んで、システムバイオロジー関連の講義を定期的に開催し、活発な質疑
応答が行われている。医学研究科の大学院生は毎回 20 名程度の参加があり、医学の専門分野領
域に限らず、情報科学との境界領域を含む幅広い教育がなされている。2004 度以降も、引き続
き同システムを活用して、システムバイオロジーの研究者の養成を進めていく予定である。シス
テムバイオロジーは、分子レベルの情報を統合して生命現象をシステムとして理解・制御するこ
とを目指す新しい学問分野である。遠隔講義システムを活用して、情報科学、コンピューター科
学等の専門家による講義と質疑を通して、従来の研究科単位の縦割り型の教育では期待できなか
った効果をあげつつある。

（8）　セメスター制の導入状況あるいは導入計画

大学院について、セメスター制は導入されていない。

Ⅲ－３　国内外における教育研究交流

（1）　国際交流推進に関する基本方針および国際交流の現状と課題

・　大学院生の国外留学

国外留学を希望する院生は多い。留学の時期については、指導責任者と院生の直接交渉により
柔軟に決定されることが多い。大学院在学中の留学もまれではない。留学期間も様々である。こ
れは、留学の目的が、教育研究交流の促進よりも、大学院生本人の研究者としてのキャリアを充
実させることにあるからである。研究指導責任の所在が不明確にならないように慎重に検討した
上で決定されている。

・　国際レベルでの教育研究交流を緊密化させるための措置の適切性
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国際交流委員会等を通じて、外国大学との提携を強化、学生の交換留学制度などを充実させて
いる。慶應医学賞の設置により、特に若手の研究者、大学院生が世界的視野で大きな夢を持って
研究に勤しめるような環境づくりに配慮している。

（2）　外国人教員の受入れ体制の整備状況

日本国内に長期滞在している外国人講師による講義が、学生、研修医、大学院生を対象に、定
期的に行われている。具体例としては、ジョン高山氏（UCSF準教授、成育医療センター総合診
療部部長、慶應義塾大学医学部客員教授）による月１回の英語による講義などがあげられる。

Ⅲ－４　通信教育

Ⅲ－５　専門職大学院のカリキュラム

（1）　専門職大学院におけるカリキュラム編成上の義塾の独自性・特色

（2）　専門職大学院における高度専門職業人養成機関に相応しい教育内容･水準を維持するため
の方途

（3）　専門職大学院における高度専門職業人養成機関に相応しい修了認定の仕組み

Ⅲ－６　「連携大学院」の教育課程

（1）　学外の研究所等との連携において大学院課程の教育内容の体系性･一貫性を確保するため
の方途

現在、「国立がんセンター」、「国立成育医療センター」、「東京大学医科学研究所」、「国立感覚
器センター」、「（財）実験動物中央研究所」との連携大学院を構築中であるが、現在のところは
まだ実施していない。

Ⅲ－７　学位授与･課程修了の認定

　学位審査の透明性・客観性を高める仕組みとして、審査委員（副査）に学内の助教授・講師ク
ラスの教員や学外の専門家も採用し、より客観的な審査を推進するため「学位審査の特別審査委
員について」の申し合わせを 2002 年６月 10 日に制定した。また、修士課程は、審査委員会での
二回にわたる論文審査（一般公開一回、非公開一回）を行い、厳格かつ客観的に、学位認定の水
準を高める努力を行っている。

a.  博士課程（標準修業年限 4年間）では、特に優れた大学院生に対して 2002・2003 年度間
に 3件の３年修了を認めている。

b.  博士課程の３年修了を促進するため、「大学院医学研究科学生の履修内容審査に関する申
し合わせ」を 2002 年２月 18 日研究科委員会おいて改正し、課程博士授与の促進を図って
いる。
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Ⅳ　研究活動と研究体制の整備

Ⅳ－１　研究活動

（1）　論文等研究成果の発表状況

ア　学術雑誌（学会誌・商業誌）、一般雑誌、政府機関報告書等に掲載された論文数

　　2000 年度　論文発表　2317
　　2001 年度　論文発表　2432
　　2002 年度　論文発表　2597

イ　学会発表　　

　　2000 年度　3927
　　2001 年度　3878
　　2002 年度　3939

ウ　著書　　

　　2000 年度　629
　　2001 年度　531
　　2002 年度　750

これらの情報については、慶應義塾ホームページから公開されている。
様々な研究成果の発表を行なっている。

代表的な論文は以下の通り
2000 年以降に発表された論文で慶應義塾大学医学部に所属する著者に含むものが約 2400 件あ

った（データベース：ISI Web of Science, 2004 年 3 月現在）。そのうち被引用回数がこれまでに
20 回を超えているものは以下の通り。 
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1. Lander ES el al.  Initial sequencing and analysis of the human genome. Nature. 2001; 
409（6822）: 860-921. （被引用回数 3101）

2. Hattori M et al.  The DNA sequence of human chromosome 21. Nature. 2000 ; 405
（6784）: 311-319. （被引用回数 : 433）

3. Shimura H et al.  Familial Parkinson disease gene product, parkin, is a ubiquitin-
protein ligase. Nature Genetics. 2000;25（3）:302-305. （被引用回数 : 299）

4. McPherson JD et al.  A physical map of the human genome. Nature. 2001 ; 409（6822）
: 934-941. （被引用回数 : 163）

5. Montell C et al.  A unified nomenclature for the superfamily of TRP cation 
channels. Molecular Cell. 2002;9（2）:229-231. （被引用回数 : 101）

6. Miyata T et al.  Asymmetric inheritance of radial glial fi bers by cortical neurons. 
Neuron. 2001;31（5）:727-741. （被引用回数 : 101）

7. Fukao T et al. Synergistic eff ects of IL-4 and IL-18 on IL-12-dependent IFN-gamma 
production by dendritic cells. Journal of Immunology. 2000;164（1）:64-71. （被引用回
数 : 78）

8. Suzuki A, et al.  T cell-specific loss of Pten leads to defects in central and 
peripheral tolerance. Immunity. 2001;14（5）:523-534. （被引用回数 : 69）

9. Yoshihara Y et al .  Matrix metalloproteinases and tissue inhibitors of 
metalloproteinases in synovial fluids from patients with rheumatoid arthritis or 
osteoarthritis. Annals of the Rheumatic Diseases. 2000;59（6）:455-461. （被引用回数 : 
67）

10. Kaneko Y et al. Musashi1: An evolutionally conserved marker for CNS progenitor 
cells including neural stem cells. Developmental Neuroscience. 2000;22（1-2）:139-153. 
（被引用回数 : 67）

11. Maeda F et al. Modulation of corticospinal excitability by repetitive transcranial 
magnetic stimulation. Clinical Neurophysiology. 2000;111（5）:800-805. （被引用回数 : 
61）

12. Amagai M et al.  Toxin in bullous impetigo and staphylococcal scalded-skin 
syndrome targets desmoglein 1. Nature Medicine. 2000;6（11）:1275-1277. （被引用回数 : 
57）

13. Matsuda S et al.  Mechanisms of action of cyclosporine. Immunopharmacology. 
2000;47（2-3）:119-125. （被引用回数 : 56）
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14. Takanashi K et al.  CYP2C9 Ile（359） and Leu（359） variants: enzyme kinetic study 
with seven substrates. Pharmacogenetics. 2000;10（2）:95-104. （被引用回数 : 53）

15. Matsuda S et al.  c-Jun N-terminal kinase （JNK）-interacting protein-1b/islet-brain-1 
scaffolds Alzheimer’s amyloid precursor protein with JNK . Journal of 
Neuroscience. 2001;21（17）:6597-6607. （被引用回数 : 50）
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in an IGF-binding protein-sensitive manner. Journal of Neuroscience. 2001;21（6）
:1902-1910. （被引用回数 : 20）

133. Nakada M et al.  Roles of membrane type 1 matrix metalloproteinase and tissue 
inhibitor of metalloproteinases 2 in invasion and dissemination of human malignant 
glioma. Journal of Neurosurgery. 2001;94（3）:464-473. （被引用回数 : 20）

134. Ishii K et al. Development of pemphigus vulgaris in a patient with pemphigus 
foliaceus: Antidesmoglein antibody profile shift confirmed by enzyme-linked 
immunosorbent assay. Journal of the American Academy of Dermatology. 2000;42
（5）:859-861. （被引用回数 : 20）

135. Segawa H et al. Functional repression of islet-2 by disruption of complex with Ldb 
impairs peripheral axonal outgrowth in embryonic zebrafi sh. Neuron. 2001;30（2）
:423-436. （被引用回数 : 20）

（2）　特筆すべき研究活動状況

国内外の学会での活動については上記（1）に、また、獲得している研究費については IV-2-（4）
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に概要を示す通りであり、活発な研究活動が展開されている。国内の大型の公的研究プロジェク
トについては、主に以下のプロジェクトが学部内で動いている。

　a. 文部科学省学術フロンティア事業
　　「生命医科学に関する融合研究」　1999 年度採択～ 2003 年度
　b. 文部科学省ハイテクリサーチセンター
　　「慶應義塾大学医学部再生医学・治療研究開発センタープロジェクト」
　　 2001 年度採択～ 2005 年度
　c. 文部科学省採択 21 世紀 COEプログラム
　　 2002 年度採択生命科学分野
　　「システム生物学による生命機能の理解と制御 」
　　　 拠点リーダー　柳川　弘志　理工学研究科教授
　　　 理工学研究科　医学研究科　政策メディア研究科、先端生命科学研究所
　　 2003 年度採択　医学系
　　「低侵襲・新治療開発による個別化癌医療確立」
　　　 拠点リーダー　北島政樹　医学研究科教授
　　「幹細胞医学と免疫学の基礎・臨床一体型拠点―ヒト細胞と in vivo 実験
　　 医学を基盤とした新しい展開―」　
　　　 拠点リーダー　岡野栄之　医学研究科教授
　d. 文部科学省産学連携事業
　　「難知性神経疾患の克服に向けた診断・治療技術開発プロジェクト」
　　　 研究代表者　戸田正博　医学部外科学（外科）　2002 年度採択
　e. 文部科学省リーディングプロジェクト
　　「網羅的代謝計測技術に基づく細胞機能シミュレーションとその応用並びに支援・基盤領
　　　域の研究開発」
　　　 研究代表者：末松　誠　医学研究科教授
　　　 参加大学　：東京大学、名古屋大学、大阪大学
　　「脊髄損傷に対する幹細胞治療の開発」　
　　　 研究代表者　岡野栄之　医学研究科教授
　f. 文部科学省 21 世紀型革新的先端ライフサイエンス技術開発プロジェクト
　　「樹状細胞の腫瘍内投与による消化器癌の免疫療法の開発」
　　　 研究代表者　河上裕　先端医科学研究所

 これら以外にも厚生労働省補助金、文部科学省補助金等種々プロジェクトがある。
また、ＮＩＨからのグラントを得て海外の教員との共同研究を行なっているプロジェクト（下
記）等、国際共同研究は多数ある。

 　　 ・皮膚科　天谷専任講師　　　
NIH Grant No.1-R01-AR48223-02 主任研究者　Dr. John R. Stanley

 　　 ・ツムラ寄付講座　北島教授　渡辺助教授
NIH Prime Grant No.R21 AT001979 C. F. D. C. No. 93. 213 主任研究者　David M. 
Eisenberg, M.D.



148
26

（3）　附属研究所との関係・将来展望

総合医科学研究センターでは研究発表や意見交換を通じて研究者間の交流を図るため毎月、セ
ミナーを開催している。大学院生はもとより大学教職員の積極的な参加を促し、大学・大学院と
研究所の知的交流に努めている。

Ⅳ－２　研究体制の整備（経常的な研究条件の整備）

（1）　（個人･共同）研究費･研究旅費の充実度･問題点

医学部は財政的に厳しい状況にあるため大学からの研究費は、有効ではあるものの少ない。研
究する者は自分で外部資金等を獲得してくるという考え方が徹底している。学内の公共施設の利
用についても、受益者負担が原則となっており、研究室の光熱水費の一部や中央機器管理部の
様々な実験装置利用料、実験動物飼育料などについても研究者が実費負担している。しかし、現
在ＣＯＥプログラムや文部科学省のリーディングプロジェクトをはじめ公的なプロジェクトを受
けており、医学部全体とはいかないが、新たな大型研究費が流入している状況である。それに伴
い、フォローサイトメトリーコアファシリティーやセルプロセシングセンター、ＧＭＰレベルベ
クター作製研究室の新設などが進行しつつある。それでも研究費を最大限に活用するための医学
部全体としての研究体制が整っているとは言い難い。例えば研究設備・備品やコンピュータの維
持・管理などに関わる学内のサポートは無きに等しく、医学部内で飼育されている遺伝子改変マ
ウスのデータベース化はされておらず、新たな遺伝子改変マウス作製のサポート態勢も貧弱であ
る。また、研究費を年度末に無理やり消化して無駄使いをしているという場面も見受けられる。
この原因の一つは、大学から配分される研究費を単年度で消化する必要があることや、研究費配
分時点に備品、消耗品費目別となっており、費目間の流動が困難なことが考えられる。他私立大
学医学部では、大学配分研究費は年度繰り越しが可能であり、使途の制限もされていないところ
が多いことから、技術的には本学においても適用が可能と考えられ、研究費の有効利用のために
是非とも改善することが望ましい。

（2）　教員研究個室等の整備状況と将来計画

基礎医学系教室では、実験室スペースに加えて、教員のための個室ないし２―３人が共同で使
用する準個室が確保されている。臨床医学系教室では教授には個室環境、一部の助教授に対して
は少人数で共用する準個室が確保されているが、その他の教員に対しては、実験室スペースとし
て確保されている大部屋で５―６名が全ての業務を行っている場合が多く改善が必要と思われ
る。
　総合医科学研究センターの設置により、実験室スペース内にパーティションで仕切られた個人
用空間を設けたりするなど、作業環境の整備が進められている。また、現在寄付講座が 3件設置
されており、研究費の使途に制限がない資金については研究環境のインフラ整備に利用が可能と
なっている。

（3）　教員の研究時間を確保させるための方途

　大学医学部、特に臨床系教室においては、教育、研究、診療の各部門がそれぞれ高いレベルを
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有し、なおかつ有機的に結びついている必要がある。なかでも、診療部門は極めて重要であり、
日々の勤務において診療業務に割かれる時間が最大であるのが現状である。
　そのような環境の中で、医学研究の進歩に貢献せずに、大学医学部の存在価値はなく、教員は、
教育者、医療担当者であると同時に科学者であることが強調されている。作業仮説を設定し、研
究費を獲得し、データを出し、学会、論文で発表し、世間の評価に耐えることは並大抵の仕事で
はない。そのような業務（研究）を実地医療の現場において推進することができるのは大学医学
部を除いて他にない、と考えられる。以上のような基本姿勢を医学部において徹底させることに
より、特に臨床医学研究にたずさわる教員の研究時間を確保する努力を行っている。

・研究活動に必要な研修機会確保のための方策の適切性

　教員の研究活動にとって研修機会は必須であるが、その確保は各教員の努力、教室の裁量に任
されているのが現状であり医学部全体としての具体的な方策はない。教育、研究、さらに臨床系
大学院の場合には診療業務により、研修機会を確保するための時間的余裕がないのが実情であ
る。

（4）　特筆すべき競争的な研究環境の創出

ア　学内のデュアルサポート･システム（経常的研究資金と競争的研究資金）の運用について

a. 経常的研究資金を共同利用研究施設としての中央機器管理室等の運営等、公益的な性質の
強い部門に配分するように検討を行っている。

b. 研究の円滑な推進のために人件費の確保が重要であるが、現在、研究費の中で、フルタイ
ムの人件費を支払いうる研究費は少ない。人件費の支払いについて、2つ以上の研究資金か
ら（＝デュアルサポート・システム）支払いうるシステムを充実させる方向で検討を進め
ている。

c. 指定寄付には、使用期限がないため「予算を使い切る」という従来の発想からの転換が図ら
れ、コストの削減に役立っている。ただし、特に基礎医学教室においては指定寄付はあま
り期待できないことから、上記のように、大学の経常費からの各教室への配分研究費につ
いて、年度末にゼロにするという使用期限をなくし、かつ費目指定をゆるめるなどの工夫
が期待される。

d. 例外的であるが海外からの研究費（HFSPO Research Grants-France）も導入されている。
今後も積極的に推進するとともに、受入れ態勢の整備を推進する方針である。

イ　流動的研究部門・流動的研究施設の設置・運用の状況について

a. リサーチパークプロジェクトについて
リサーチパークにおいて、数々の新しいプロジェクトが創出されていることは好ましいこと
である。一方、学部・学科を超えるプロジェクトが少なく、従来の「教室の枠」にとどまっ
た研究室が多いことが問題である。開始後、4年が経過し、5年次の成果が問われる時期に
達した。

b. 寄付講座について
現在、寄付講座が 3件設置されている。寄付講座の資金によりインフラを整備し、新たな研
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究を展開するとともに、公募型の助成金や寄付金獲得に成功している点は評価される。例え
ばファルマシア成長発達講座では第 1期 3.5 年の受入れが 3.5 億円であり、第 1期終了時の
公募型助成金の総獲得額は 1.8 億円であり 50%を超えている。ただし、産学連携のかけ声の
なかで、大学が企業の研究開発の下請けとして機能するようなことが無いように、慎重な運
用が必要である。

ウ「大部門化」等、研究組織を弾力化するための措置について

a. 共同利用研究室（中央機器管理室）を大規模とすることにより公益性の点で効果をあげて
いる。

b. 研究組織を弾力化する観点から、研究目標が明確な比較的小規模な研究チームの活動を支
援する方向にある。一方、寄付講座の設置基準（3000 万円 /年）の引き下げなどが検討課題
である。

c. 企業からの研究員として優秀な人材を確保するための努力を行っている。
・ 教授職から特別研究員まで職位を付与して、インセンティブを与えている。
・ 特別研究教員等の任用制度の改正により、特別研員の給与設定が、プロジェクト毎に柔
軟に設定されるようになった。
・ 同様に、特別研究教員の任期が 5年から 10 年に延長された。

【競争的な研究環境を創出する視点から考えた今後の課題】

ア　海外からの留学生の受入れについて
留学生受入れについては、絶対数が少ないことが問題点として挙げられる。米国における基

礎研究の推進力がアジアを含む諸外国からの留学生（大学院生ポスドク等）であることを認識し、
当大学においても、今後は一層多くの留学生を積極的に受入れ、サポートする体制を確保するこ
とが重要であると考えられる。この点に関して、大学院入学試験から、日本語語学試験を除外し
た点は評価される。さらに、学内の英語表示の徹底等、受入れ体制の整備が必要と考える。

イ　社会人大学院生制度の導入等、柔軟な組織作り
信州大学等では、夜間大学院生の導入により大学院充足率を倍増させている。今後の検討課

題である。

ウ　その他
TLO（知的資産センター）の設置は早稲田大学が 1996 年、本学は 1998 年であり、本学は全

国で 3番目である。医学部からの特許申請は 40 余件あり、今後市場ニーズに合った商品や技術
を見抜く力が必要と考えられ、企業での勤務経験を有する人材をファカルティーに登用すること
などが今後の検討課題である。
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（5）　研究論文･研究成果の公表を支援するための措置や大学･研究機関間の研究成果を発信･受
信するシステムの整備

医学部は英文雑誌（The Keio Journal of Medicine）を年 4回発刊しており、既刊号も 1999 年
まで遡って閲覧できるようホームページが整備されている。また、2004 年 1 月 28 日より、The 
Keio Journal of Medicine を PubMed 文献検索システム（世界約 70 カ国、4,500 誌近い雑誌に掲
載された文献を検索できる医学文献データベース）で検索できるようになったこともあり、研究
成果の発表の場として確立しつつある。また、学術団体慶應医学会は年４回和雑誌「慶應医学」
を発刊しており、随時開催される講演会の支援、年一回のシンポジウム開催等の活動をして、医
学情報を学内のみならず学外にも広く伝えている。

また、慶應医学会は、「投稿論文掲載料補助」を行っている。これは、著者の掲載料負担軽減
を目的とし、2001 年までは原著論文、2002 年からは投稿された全ての論文（綜説、講座、原著、
学位論文）に対し、3万円の補助を支給している。

　2000 年（77 巻）16 件：原著論文のみ補助
　　2001 年（78 巻） 6件：原著論文のみ補助
　　2002 年（79 巻）60 件：全ての投稿論文補助
　　2003 年（80 巻）33 件：全ての投稿論文補助

本医学部には、広く医学界に所属する人々を対象とした「医学・生命国際シンポジウム」があ
る。内外の医学関係機関、団体と連絡提携をとり、世界の医学・生命科学の重要かつ先端的分野
における研究者を招聘し、シンポジウムおよびフォーラム等を開催することにより、医学国際交
流の促進を目指して慶應義塾医学振興基金が主体となって開催している。最近のシンポジウムは
以下の通りである。
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第11回国際シンポジウム｢聴神経腫瘍の報告システムに関するコンセンサス会議｣2001年 11月
第 12 回国際シンポジウム「視覚初期過程の神経基盤」2002 年 9 月
第 13 回国際シンポジウム「人工酸素運搬体の創生と開発その最前線」2003 年 2 月
第 14 回国際シンポジウム「Organ Microcirculation: A Gateway to Diagnostic and Thera-

peutic Interventions 」2003 年 12 月

総合医科学研究センターでは内部の研究者を対象者としたオープンセミナーを毎月１回開催し
ている。2002 年７月から 2004 年３月までに既に 18 回を数える（講演者内訳、塾内９名、塾外
９名）。毎回 50 名程度の参加があり、活発な質疑応答が行なわれている。

　また、学内に先駆けて研究業績データベースを立ち上げており、現在まで６万件余のデータベ
ースが公開されている。
収録年 1995 年度～ 2002 年度 
収録内容 
著　　書：図書全体および一部を執筆したもの。編・訳・監修も含む。 
論　　文：学術雑誌（学会誌・商業誌）、一般雑誌、政府機関報告書等に掲載されたもの。 
学会発表：学会で発表されたもの。筆頭発表者が慶應義塾大学医学部在籍者以外の場合を含む。

慶應義塾大学医学部年報の掲載基準を満たした業績のみを収録対象としている。

研究を受信するシステムに関しては、慶應義塾大学医学メディアセンター（北里記念医学図書
館）が整備されており、電子ジャーナルで約 5000 誌（2004 年 3 月現在）の医学・生物学系の雑
誌をキャンパス内のどこからでもインターネットで接続すれば閲覧できる。

（6）　研究等における倫理性の確保

1964 年にフィンランド・ヘルシンキの第 18 回WMA総会でヒトを対象とする医学研究の倫理
的原則が採択された。慶應義塾大学医学部では倫理委員会内規が 1986 年 1 月 20 日に制定され、
1986 年 6 月に 1件の倫理審査が行われたが継続審査となった。以後年を経るごとに倫理審査の
申請が増え、2003 年では年間の新規審査及び再審査を含めて 132 件の申請があった。2003 年の
採択率は 78％であった。倫理委員会は年間 11 回（8月以外の毎月）の委員会を開催し、学外委
員を含む各委員は申請者の研究または医療計画が倫理的条件を満たしているかの議論を重ねて判
定を下している。
　2000 年からの審査と結果は下記のとおりである。

ヒトＥＳ細胞の取り扱いについても、ヒト胚性幹細胞に関する倫理専門委員会が発足し、議論
を重ね、文部科学省に実験申請を行い、許可を得ている。これまでに、２件申請があり、２件採
択されている。これらの委員会の内容については、ホームページで公開されている。
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また、マウスなどの動物実験に関しては、医学部動物実験ガイドラインに基づき、動物実験委
員会において動物実験計画書の事前審査を行っている。実験実施者は動物実験講習の受講が義務
付けられている。

動物実験計画書の件数
　　　　　　動物実験計画の承認（新規）　　実験実施者の登録　　
1999 年　　　　　　　228 件（228）　　　　　　　　92 名
2000 年　　　　　　　203 件（64）　　　　　　　　116 名
2001 年　　　　　　　198 件（74）　　　　　　　　246 名
2002 年　　　　　　　168 件（73）　　　　　　　　251 名
2003 年　　　　　　　141 件（66）　　　　　　　　403 名
（動物実験計画書は毎年更新。また、実験実施者の登録は５年間有効。）

Ⅴ　学生の受入れ

（1）　学生募集･入学者選抜方法

大学院博士課程では、従来 12 月初旬の数日間に学生を募集し、1月中旬の筆記試験と口頭試
問で入学者を選抜してきた。しかし、出願期間が短いことや年 1回の選抜試験では多くの優秀な
学生、特に学外の学生を集めることが困難なことから、2004 年度からは９月と１月の 2回に分
けて選抜試験をすることとした。また、これまで外国人留学生については、英語に加えて日本語
試験を実施してきたが、より広く学生を受入れるという観点から、2004 年度からは日本語試験
を廃止し、英語試験のみとした。大学院修士課程に関しては、9月に英語試験と自然科学の一般
常識の筆記試験と小論文、面接を行ってきた。しかし、修士課程を希望する学生のバックグラン
ドは文科系の大学卒業者も含めて広範囲に亘っており、受験生の間では「本塾大学院修士課程の
試験は難しい」との風評があり、受験を敬遠する学生も多いとされていた。そこで、2004 度か
らは自然科学の一般常識の筆記試験を廃止し、面接時に自然科学の知識を試問することを決定
し、応募学生層の拡大を目指すこととした。2004 年度からの学生募集・入学者選抜方法の改訂
により、応募学生数の増員とより優秀な学生の選抜が可能になると考えている。なお、修士課程
に関しては、学士課程の３年生時に全単位を取得した成績優秀者に対して「飛び入学」を認めて
いるが、成績優秀者等の学内推薦制度は採用していない。

（2）　入学広報

　大学院博士課程および修士課程の広報は、主として慶應義塾大学大学院案内で行われてきた。
しかし、本大学院案内は全学的な総合冊子であり、医学研究科についての情報が必ずしも十分に
伝えられていないという問題点があった。そこで、2004 年度の入試については、公開の大学院
説明会を開催し、各研究室の紹介をまとめた冊子を配布する試みを行った。この説明会や冊子を
きっかけに今年入学した大学院生もおり、一定の効果はあったものと思われる。また、2005 年
度の入試に合わせて、慶應義塾大学大学院総合案内と医学研究科案内（分冊）に分けて発刊し、
分冊において研究科委員のプロフィルや研究テーマなどの情報を載せたより詳しい大学院案内の
作成している。さらに、各研究科委員の研究テーマの情報や直接アクセスできるホームページの
開設を進めている。
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（3）　学部・研究科等の理念･目的･教育目標と学生受入れ方針の関係

大学院博士課程と修士課程では、学力のみならず本研究科の理念・目的・教育目標に合致する
かを面接時に試問することで、適切な学生を入学させている。また、博士課程には専攻生制度を
設けており、指導教授ならびに関連教授２名以上の承認を得て大学院医学研究科委員長へ申請
し、審査により承認している。

（4）　塾内高校からの学部進学

（5）　特別学生受入れの状況

大学院博士課程および修士課程では、特別学生の受入れを特に行っていない。

（6）　留学生入試・外国人学生受入れの状況

大学院博士課程では、2000 ～ 2003 年度における外国人留学生は 1～ 3名（在校生の 0.6-3%）
と少ないのが現状である。外国人入試にあたってはこれまで英語試験に加えて日本語試験を課し
ていたことが一因と考えられる。2004年度からは日本語試験の廃止を決定したことから、今後は、
外国人留学生は増えるものと期待される。修士課程においても、外国人留学生の比率は在校生の
4― 8%と必ずしも多くはないのが現状である。しかし、2004 年度から自然科学の一般常識の筆
記試験を廃止することから、外国からの留学生の応募者の増加が期待される。一方、留学生の質
の低下を防ぐ観点から、修士課程と博士課程の教育年数を我が国と同等（それぞれ16年と18年）
またはそれ以上であることを課している。

（7）　その他の特記事項

医学研究科博士課程では、社会人入学は行っていない。学生定員の充足率は、2000 ～ 2001 度
はいずれも 41%と低迷していたが、2003 年度には医学研究分野で 21 世紀 COEを 2 部門で獲得
したことから、57%に増加している。一方、2004 年度から初期臨床研修が必修化することから、
大学医学部の臨床部門の運営が大きく変動しており、初期臨床研修を終了した医師の後期臨床研
修コースと大学院博士課程進学の棲み分けを考慮した善後策を構築中である。また、修士課程学
生の博士課程への進学率の増加を推進するために、修士課程学生を対象にした慶應大学医学部同
窓会（三四会）による奨学金制度の導入などを計画している。大学院博士課程では、2000-2003
度における他大学出身者の割合は例年 35%前後であった。しかし、2004 年度より入試の時期を
９月と１月の前後期制にすることにより、特に前期の試験で他大学出身者の入学が増加すると期
待している。大学院修士課程では、2003 年度の充足率は 65%（26 名）であり、本塾出身者は 3
名と少なく他大学出身者が 88%（23 名）、外国人留学生が 4%（1名）となっている。

（8）　退学者の状況

医学研究科博士課程での過去4年間における退学者の割合は、2001年度の 2.7%が最高であり、
他の年度では 0.7 ― 1.7% と比較的少ない状態である。また、修士課程では、過去 4年間の退学
者が１名と退学の率は極めて低い。
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Ⅵ　教育研究のための人的体制

（1）　教員組織

　近年の医学教育において専門分化している現状では、専任教員の雇用者数には自ずと限度があ
ることから、非常勤教員の占める割合は決して少なくない。学生自体も基礎的な教育の習熟は当
然のこととして、より専門特化した教育を求めており、実務家教員、外国人教員などによる教育、
任期制等教員の任用を積極的に行うことにより、多様なかつ多面的な教育を可能にしているとい
えよう。また、信濃町キャンパスリサーチパークで企業と共同研究を行なうにあたり、企業から
参加する研究員については、従来の医学部の講座・教室に属することなく有期契約教員等を採用
でき、研究者、ポスドク、研究支援者等を柔軟に採用できる仕組みを整えている。（特別研究助
手 26 名、訪問教授６名、訪問助教授３名、訪問講師 11 名、訪問研究員 13 名、共同研究員２６
名）

ア　大学院における教員と学生の比率については、指導教授（研究科委員）42 名程度（年度に
より若干の増減あり）に対して博士課程学生が 12 年度 113 名、13 年度 112 名、14 年度 137 名、
2003 度 153 名であり、その他多数の助教授及び講師も授業を担当している（添付資料：設置授
業科目と担当者参照）ことから、指導上適切な比率になっていると考えられる。

イ　大学院における主要な授業科目への専任教員の配置状況は当研究科報告末尾の添付資料「設
置授業科目と担当者」の通りであり、適切であると考えている。今後は、専門分野が多様化し、
融合・境界領域も増えている状況をふまえ、他の研究科との乗り入れ（一部既に理工学研究科、
政策メディア研究科、先端生命科学研究所と連携して実施している）や非常勤教員等を活用して、
より充実した体制を目指して継続的に努力していきたい。また、このほかに、大学院特別講義の
枠等を利用して、学外の専門家による最先端の研究についての講義を随時依頼し、実施している。

（2）　研究支援職員･組織の充実度

文部科学省学術フロンティア構想に基づき、医学系、理工系、人文社会学系、および環境情報
工学系の融合研究を発展させ、慶應義塾大学から創出した生命医科学の研究成果を広く社会に還
元し、その健全な発展に寄与することを目的に新たな研究拠点として総合医科学研究棟が建設
（2001 年度）された。融合研究の場としてのリサーチパークの運用とあいまって設立された医学
部における戦略研究推進組織としての「総合医科学研究センター」の発足を契機に総合医科学研
究棟内に研究支援センターを移設し、2002 年度では a. 公的補助金に基づく研究支援約 370 件、
b. 各種研究助成金に基づく研究支援・受託研究支援・共同研究支援約 180 件、c. 各種寄付金受入
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れ約1030件、d.寄付講座約３件、を主な取り扱い業務として対応している。研究支援センターは、
従来単なる資金管理の部署であったものが、最近では幅広い専門性が求められてきており、正直
なところ現状では増大する資金の管理に追われがちな部分もある。研究プロジェクトのコーディ
ネイトなどリエゾン活動などを今後充実させていきたい。さらに、各種研究契約関係の法務的知
識が不足しているため、専門家の支援を得て、直接の研究をサポートできるような体制をさらに
整えたい。
　なお、研究支援センターのみならず、用度課・経理課・人事課などの関連部署が研究費支払い
業務や人的雇用関係のサポートなどを行っており、事務部門が一体になって研究動向の趨勢に応
じて必要で的確なサービスを図るべく日々努力している。

（3）　実験･実習等を伴う教育実施上の人的補助体制の整備状況

（4）　TA制度･ SA制度・RA制度

医学研究科では、2002 年度には生命科学分野で 1 件、2003 年度には医学研究分野で 2 件の
COEを獲得しており、これらによる RA制度の導入に伴い、2002 年度は 21 名、2003 年度では
82 名の RAを採用しており、その数は飛躍的に伸びている。本 RA制度では、学生の研究プロ
ジェクトに従事する程度により、月額５万円、10 万円、20 万円の給与を与える非常勤嘱託とし
て採用している。また、TA制度により月額 2万 6 千円を数名の大学院博士課程学生（2000 －
2003 年度、8－４名）に支給している。

（5）　教員の募集･任免･昇任

教授会で承認された個々の選考委員会（専任講師任用については教室・部門内に設置）におい
て、教授・助教授・専任講師の募集・任免・昇任に関する基本方針を設定し、その適任者を推
薦・公募などで選考、最終的に教授会で対象者の任用について審議している。
　選考は学内・学外、また国内・国外を問わず広く対象者とし、教育・研究・診療などバランス
のとれた人材の任用にあたっている。特に、最近では教授の選考にあたっては、候補者が教授会
においてプレゼンテーションを行い、自己の姿勢をアピールする場を設けて教授会メンバー全員
にその信を問うステップを踏んでいる。欠員の補充には速やかに対応する姿勢ではあるが、適任
者の選考を拙速に行うことは避けているため、結果として空白期間が生じることはやむを得ない
ことと受け止めている。研究科博士課程と修士課程の研究科委員は、医学部教授を対象として研
究科委員会の選考委員会が候補者を推薦し、研究科委員会で選任している。

（6）　任期制、有期契約教員等、教員の流動性を促進する制度および任用の状況

（7）　教員の教育･研究活動や研究活動の活性度合いについての評価方法

　医学部においては、全ての教員に対して各年度ごとの発表論文リストの提出を求めている。こ
れによる 1年ごとの評価は行っていないが、助手から院内講師や専任講師への昇任の際には論文
発表による研究活動の厳密な審査と講義担当数やカリキュラム編成などによる教育活動を評価
し、昇任と継続を審査している。助教授や教授レベルでは、研究・教育・診療での活動を選考委
員会により厳しく審査することで選任している。教育活動の評価は自己申告による講義数のみで
は把握が困難なことから、学生によるアンケートによる講義内容の評価を行っている。ただし、
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評価結果を教員にどのようにフィードバックするかについては十分に具体化されていない。

（8）　学内外の教育研究組織・機関との人的交流の状況

長期・短期を含め多くの人材を外部組織・機関に派遣している。人材という資産を医学部内の
みで活用するのではなく、外部組織・機関との交流を行うことで、教育研究組織である医学部の
使命を果たしているといえる。医学部および研究科の教員は、他大学や大学院の特別講師、客員
教員、非常勤講師など、極めて多くの役職を兼任している。

Ⅶ　施設･設備等

Ⅶ－１　施設･設備等の整備

（1）　教室等の量的･質的充実度、稼動状況および将来計画

　総合医科学研究棟一階には硝子張りのラウンジが設けられており、普段は学部学生や教職員に
開放されているものの、大学院生を対象としたセミナーや講演会、研究報告会が頻繁に開かれて
いる。また、必要に応じて、その他の講堂や会議室も利用されている。ラウンジは密に稼働して
おり、このような居心地の良い多目的施設の充実が将来的にも必要であろう。

（2）　学生･教員に対する情報機器の利用環境･機器配備状況

　信濃町ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ（ITC）・WSシステムに利用登録している場合、使用可能とな
る情報公開コンセント及び PCシステムは以下の場所に設置されている。（基本的に 24 時間利用
可能）
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（3）　施設･設備の社会への開放に対する配慮

　一般に、社会への施設・設備の開放は進んでいない。

（4）　記念施設･保存建物の保存･活用の状況

　該当するものはありません。

（5）　大学院の専用とするべき施設･設備の整備状況と将来計画

　フォローサイトメトリーコアファシリティーやセルプロセシングセンター、ＧＭＰレベルベク
ター作製研究室などは、大学院以上のレベルで使用するべき施設・設備であり、現在整備が進ん
でいる。これらは必ずしも大学院の専用ではないが、柔軟な運用が研究の活性化に結びつけられ
ている。施設・設備等の維持・管理は、基本的には受益者負担の原則で進められている。それぞ
れの施設・設備で利用者の数や使用頻度、専属担当者の有無などの状況を勘案し、現状にあった
対応がとられている。将来的には、さらに受益者負担の傾向が強まる方向にある。

（6）　大学院学生用キャレル･実習室等の整備状況と将来計画

　大学院学生は、原則としてそれぞれ所属する研究室で、デスクや実験台を供与されている。ま
た、総合医科学研究棟には汎用性のあるセミナー室が多数用意されている。これとは別に、別館
２階には、大学院学生用キャレルと実習室が整備されている。

（7）　夜間の教育研究を円滑に行うための施設･設備･サービス提供

　医学部 RI 使用施設は、登録者が１週間に 40 時間を超えない範囲内ならば、夜間でも研究が
行えるように、入退出の管理を個人別に行っている。また、中央機器室も 24 時間利用可能であ
るようにセキュリティーシステムが稼働しており、機器使用の予約もホームページから行うこと
ができる。機器・設備は専任のスタッフによって整備され維持されている。

（8）　本校以外にも拠点（サテライト等）をもつ大学院における教育研究指導環境の整備状況
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Ⅶ－２　キャンパス･アメニティ等

（1）　学生の福利厚生のための施設･設備の充実度と今後の課題

　学生の居場所を確保するための様々な配慮がされている。総合医科学研究棟前のベンチの設置
や、総合医科学研究棟１階のラウンジの開放などが挙げられる。また、コンビニエンスストアな
どの充実も図られている。それでも学生の居場所は充分でなく、くつろいだ雰囲気の中で教員を
交えたディスカッションのできる空間などの整備は今後の課題である。

（2）　大学周辺の「環境」への配慮

　音、光、組み換えDNA実験などについて、大学近隣の住民への配慮がなされている。また、
キャンパス内の緑化についても考慮されている。

Ⅶ－３　利用上の配慮、責任体制

（1）　障碍をもつ学生･教職員への施設･設備面での配慮

随所でバリアーフリー化、ドアの自動化、手すりの設置などが進められている。

（2）　各施設等の利用時間帯の配慮

セキュリティーシステムの構築やコンピュータによる予約や管理と組み合わせることで時間的
に柔軟な利用が可能になるように配慮されている。

（3）　大規模地震等の災害への危機管理対策

（4）　実験等における危険防止のための安全管理･衛生管理･環境被害防止の徹底を図るための制
度の確立状況

以下のソフト、ハード面の対応を行っている。
ア　危険物の取扱いは指定の保管場所、保管棚転倒防止、保管容器破損防止及び、指定数量につ
いて管理している（防災センター）。また、研究棟内のインシデントレポート制度により、関
連事故の情報の共有化による安全・防災意識の向上に努めている。
イ　この他、設備面のセーフティー対策として電灯・コンセント設備は系統別に漏電ブレーカー
を設置し、火災・感電・他の研究室や建物などへの波及事故の防止を図っている。
ウ　給水設備は受水槽・高架水槽の点検清掃と水質分析を定期的に実施し、安全管理を図ってい
る。
エ　排水設備は排水槽の点検清掃と排水分析を定期的に実施している。また、特殊排水は貯留槽
に溜め、定期的に外部施設で委託処理し、安全管理を図っている。
オ　冷却塔の点検清掃と水質分析を定期的に実施し、安全管理を図っている。
カ　実験室から出た不要薬品や有機溶媒などの廃液は３ヶ月に一度定期的に回収し、さらに医療
系廃棄物は特定の形状（黄色半透明ポリ袋、針付きのものはポリ容器）で回収し、外部委託処
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理をしている。
キ　RI 施設は放射線安全管理室で安全な施設管理をしている。

また、医学部内においてバイオセーフティー運営委員会を設立し、内規等を制定して、各研究
者に情報を周知し、委員会で実験についての審査、確認を行なっている。

慶應義塾大学医学部バイオセーフティー運営委員会組織図

Ⅷ　図書館および図書等の資料、学術情報

（1）　図書館資料等の質および量（コレクションマネジメント）

（2）　図書館施設の規模、機器･備品の整備状況（ハードウエア）

（3）　図書館サービスの状況（ソフトウエア）

（4）　学外との相互協力、社会貢献（アウトリーチ）
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Ⅸ　社会貢献

（1）　社会人向け教育プログラム･公開講座の開設状況

北里柴三郎博士生誕 150 年記念講演会（2003 年 9 月 20 日、北里講堂、東校舎に中継）では
400 人の参加者があった。また、再生医療・治療研究開発センター公開シンポジウムは、2002 年
3 月に 249 人、2003 年 3 月では 184 人の参加者があった。 今年のＣＯＥプログラムと再生医療・
治療研究開発センターとの共催での公開シンポジウムには 233 人の申し込みをうけている。さら
に、慶應医師会は年一回市民公開講座の開催等を通し、医道の高揚ならびに医学・医術の発達普
及を促進し、あわせて公衆衛生の向上をはかることによって社会福祉に寄与することを目的に活
動をしている。

慶應医学賞での公開シンポジウムには、
2001 年　第６回　120 名
2002 年　第７回　120 名
2003 年　第８回　253 名の参加があった。

その他、総合医科学研究センターでは、ベンチャー企業の起業・発展の仕組、バイオビジネス
の状況、ベンチャー企業の経営をはじめとし大学発のベンチャーに必要な情報を得るため、慶應
義塾大学知的資産センターと共催して 2003 年８－９月に全７回のベンチャー入門講座を開催し
た。

（2）　企業との連携としての寄付講座の開設状況

現在医学部ではツムラ東洋医学寄付講座、ファイザー成長・発達寄付講座、サントリー心臓病
先進治療学寄付講座の３つの寄付講座が活発に活動を行なっている。

ア． ツムラ東洋医学寄付講座

＜研究＞
研究は漢方薬の作用機構を探索するための基礎研究と臨床的エビデンスを蓄積するための臨床
研究を２つの柱とする。

a．基礎研究に関しては、複合物である漢方薬に対し複雑系である生体がどのような反応を示
すのかに関しては個々のマーカーを見るのではなく、遺伝子発現を網羅的に観察し、さらに
臓器間での相互関連につき検討する。
b． 臨床研究に関してはこれからの医療ニーズに応えることのできるように高齢者、がん、生
活習慣病などに対する漢方薬の効果につき検討する。

＜教育＞
全国医学部長･病院長会議によって提唱されたコアカリキュラムに東洋医学が盛り込まれたこ
とで東洋医学に対する医学教育の必要性が強調されるようになってきた。
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それを受けて当寄付講座では医学部教育ならびに卒後教育に力を入れる予定である。

a．卒前教育　臨床に直結する従来の講義に加え、科学的根拠に基づいた漢方薬の理解につき
強調し、義塾における東洋医学教育の特色としたい。
b．卒後教育　コアカリキュラムに取り入れられた事を受けて各大学で東洋医学の講義を開始
したが、教える側の教員が不足している。そこで当講座では東洋医学研修生を募集し、教員
となるべく人材の養成を図る。

イ． ファイザー成長・発達寄付講座
講座は、ファルマシア株式会社から寄贈される資金をもって設置され、成長・発達領域にお

ける先進的研究・教育・診療を行い、慶應医学の発展に貢献することを目的とする。本講座の最
も重要な事業は、成長発達に関わる疾患の正確な診断システムを確立することである。成長障害、
性分化障害、高次脳機能の発達障害、形態形成異常を有する児を主たる対象として、分子生物学
的手法、中枢神経系の定量的イメージングを駆使し、正確な診断と病態生理の解明を進めている。
現在、成長・発達を包括的に診断する施設は見当たらず、本講座はこの分野の世界における先進
的施設となることを目指す。

ウ．サントリー心臓病先進治療学寄付講座

サントリー寄付講座Ⅰ、Ⅱでの実績を踏まえ、本講座Ⅲにおいては１）基礎領域では心筋再生
医療の実用化に向けて不可欠な課題である「再生心筋細胞の電気生理学的検討」を主題とし、電
気生理学的に安定し、移植後に催不整脈性のない良質な再生心筋の開発を目指し、２）臨床領域
では致死的不整脈に対する先進的非薬物療法の開発を目指す。

（3）　研究成果の社会への還元

・　学外研究機関･社会組織体との教育研究上の連携策

連携大学院構想について
本構想においては、当学部と関連の深い学外研究組織との間で協定を結び、当該研究組織の主

たる研究者に対しては医学研究科としては研究科委員（客員）学部においては客員教授としての
称号を付与し、本学研究科委員との間で教育研究の両面で連携を図るものである。このような連
携により、以下のような利点が生じる。

a. 新たに複合的研究教育グループの編成
b. 研究科委員の研究領域が多様化されることによる学位審査の充実化
c. 学外研究者の学位所得の可能性（研究機関の算定などを含め）
d. 大学院学生の研究領域の多様化に対応

　現在、北里研究所および実験動物中央研究所との間で連携の協定を結んでおり、その成果の一
つとして、2003 年度に始まった２つの文部科学省 21 世紀 COEプログラムである「幹細胞医学
と免疫学の基礎・臨床一体型拠点」と「低侵襲・新治療開発による個別化癌医療確立」の拠点形
成において、研究、教育の両面から極めて円滑かつ有効な協力体制を構築することに役立ってい
る。実験動物中央研究所に導入された動物用MRI の施設はこの連携関係を生かして設置され、
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活用されている。今後も他の施設との連携体制を造るべく、現在協議中である。総合医科学研究
棟の中央機器は、理工学部の大学院生や研究者に対しても開放されている。

公衆衛生学では、高知県、群馬県、東京都三宅村などの現場で、健康調査や健康リスクコミュ
ニケーションなどを通じて社会貢献と研究教育を行っている。

・　企業等との共同研究、受託研究の規模･体制･推進の状況

総合医科学研究センター内のリサーチパークにおいては、企業との共同研究を行なう場として
55 のユニットが用意されている。企業と３年から５年を期間とし、平均年間２千万円程度の共
同研究がすすめられている。2003年３月現在で次のプロジェクトが進行している。「体性幹細胞」
（協和発酵工業株式会社）、「循環器領域におけるMDCT、MRI を用いた新しい画像診断検査体
系の確立」（ＧＥ横河メディカルシステム株式会社）、「Sentinel node navigation surgery の臨床
応用に向けた微量癌細胞定量的迅速検出法の開発と実用化」（ロシュ・ダイアグノスティックス
株式会社）、「ＭＢＬ樹状細胞プロジェクト」（株式会社医学生物学研究所）、「テレへマトロジ̶
システム研究プロジェクト」（シスメックス株式会社）、「神経幹細胞の分化に関わる分子の探索
と創薬への応用」（武田薬品工業株式会社）、「トランスフェクションマイクロアレイシステムを
用いた神経幹細胞の分化誘導の解析」（株式会社イニシアム）

（4）　特許･技術移転その他知的資産

学内に知的資産センターが設立されている、逐次相談にのっており、特許申請業務やリエゾン
活動などを行なっている。

・　特許･工業所有権の取得状況
2002 年　　　６件
2003 年　　　２件　
合計　　　８件

・　収入の研究費への還元状況
2000 年度：０円
2001 年度： 2,550,000 円（ 1件）
2002 年度：15,300,000 円（ 9件）
2003 年度： 5,191,479 円（13 件）

（5）　産学連携と倫理規定

Ⅹ　学生生活への配慮

（1）　学生生活支援の基本的な考え方

（2）　課外活動･課外教養の指導･支援
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（3）　奨学制度

（4）　就職（進路）指導

医学研究科は、多くの大学院生が臨床医であり、卒業後は大学助手または関連病院医師として
勤務することが通常である。そのため、本人の希望を尊重したうえで就職先の病院を相談し、決
定している。基礎医学の大学院生については、多くがポスドクや研究員、大学助手等として次の
研究職に就く（留学を含め）ため、申請・応募のための指導を特に最終年度に行っている。

（5）　学生の心身の健康保持･増進への配慮

・　学生の心身の健康保持・増進及び安全・衛生への配慮の適切性

保健管理センターにて健康診断など各種検査を行っている。その他、学生の心理面については
ストレス・マネジメント室を設置し、カウンセラーがケアに当たっている。また、学習上の悩み
を抱える学生については学習指導委員が面談などを行いサポートしている。

・　ハラスメント防止のための措置の適切性

慶應義塾大学ハラスメント防止委員会が「セクシュアル・ハラスメント防止のためのガイドラ
イン」に沿って作成したリーフレットを毎年学生に配付している。また被害にあった場合には信
濃町キャンパスに設けられている相談窓口に限らず、他地区の窓口、所属長、三田ハラスメント
防止委員会事務室のいずれかに相談するよう指導している。

（6）　学生生活支援を効果的に行うための組織体制

Ⅺ　管理運営

（1）　評議員会、理事会等

（2）　塾長選挙、評議員選挙

（3）　教授会・研究科委員会等

・　大学院研究科の教学上の管理運営組織の活動の適切性

研究科委員会の構成メンバーは 2002 年度までは 36 名であったが、研究分野の専門化と多様
性に対応させるために、2003 年度から救急医学、臨床検査医学、薬剤学、歯科・口腔外科学
の 4名の研究科委員が新たに選任された。また、本医学研究科における学位審査では必要に応
じて他大学の研究者や学内の助教授・講師クラスの教員を加える制度を導入しており、これら
の委員の努力により適切に機能していると評価している。
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・　大学院の審議機関の長の選任手続きの適切性

　　研究科委員会の委員長は、大学院学則に従い研究科委員会委員の互選によって適切に選出さ
れている。

（4）　研究科委員会と学部教授会との相互関係

学部教授会のメンバーのうち診療教授と包括医療センター教授を除いた 40 名の教授が研究科
委員であり、教授会と研究委員会との相互関係は適切に保たれている。

（5）　学部・研究科等の意思決定プロセスの透明度等

医学研究科では種々の問題に関して十分な議論がなされており、意思決定プロセスの透明度は
高いと考えられる。問題提起された課題については、上申機関である 10 名の研究科委員から構
成される「研究委員会」で十分に論議し、その結果を医学部運営会議と研究科委員長に上申して
いる。さらに、その内容を 7名の研究科委員からなる「大学院検討委員会」で討議・提案し、そ
の原案を「研究科委員会」で審議後に決定している。このような本塾医学研究科の意思決定プロ
セスは他大学に例のない優れた方法と考えられる。

（6）　大学評議会等全学的審議機関の権限の内容と運用

（7）　教学組織と法人理事会との間の連携協力関係･機能分担･権限委譲

（8）　管理運営に関する学外有識者の関与の状況

（9）　危機管理体制の整備状況

Ⅻ　財 政

Ⅻ－１　教育研究と財政

経常予算では不足なため外部研究資金に依存している。しかし、教育のための資金を外部資金
に依存することは現実的といえない。塾が、年度毎に教育上の明確な重点項目を明らかにし、経
常予算を投入するべきである。一方、研究については従来通り、外部資金を積極的に導入するこ
とが重要である。国立大学に様々な制約があったことから、日本企業の多くは海外の大学へ委託
研究を発注していた。慶應義塾大学は従来から「産学連携」の立場にたち、企業からの委託研究
費を受入れており、その比率も多いことは評価される。

Ⅻ－２　外部資金等

（1）　文部科学省科研費、外部資金（寄付金、受託研究費、共同研究費等）の受入れ状況

　外部資金の適切な管理を行なうため外部資金管理システムを入れてリアルタイム管理を目指し
ている。指定寄付についてもオーバーヘッドを徴収することになったのを機に「リアルタイム管
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理」を「目指す」のではなく、「実現」すべく検討中である。このように研究者にとって目に見
えるサービスを提供し得ない限り、オーバーヘッドが単なる「所得税」となってしまう懸念があ
り、オーバーヘッドを負担する研究者が「受益者」となりうるシステムを目指す必要があると考
えられる。

Ⅻ－３　予算配分･予算執行のプロセスの透明性

予算は執行段階で管理。経理規定に則り稟議手続きしている。
オーバーヘッドを徴収し、共同利用研究施設としての中央機器管理室や学部内での受託サービ

スを充実させるべく努力している。真に必要なサービスを提供するために、何が必要とされてい
るかを広く調査している。しかし現在、中央機器管理室の機器の機器別利用状況に依然として大
きな偏りがある。利用状況を再調査し、リソースの再配分を行うことが望ましい。そのプロセス
の透明性を確保することが重要であると認識している。

Ⅻ－４　財務監査

Ⅻ－５　財政公開

Ⅻ－６　私立大学財政の財務比率

XIII　事務組織

XIII－１　事務組織と教学組織との関係

XIII－２　事務組織の役割

（1）　学部・大学院の教学に関わる事務組織体制と企画･立案･補佐機能

　事務組織体制としては学事課が主管部署であり、教授会を中心として変革される教育について
企画・立案・補佐機能を担っている。

（2）　予算編成過程における事務組織の役割

人件費予算は主として人事課が編成し、物件費に関しては用度課が関与している。最終的に予
算を総括するのが経理課であり、執行部に対して案としてまとめたものを説明・調整し、それを
三田の経理部へ報告することになる。

（3）　国際交流･入試･就職･研究支援等の専門業務への事務組織の関与の状況

XIII－３　事務組織の機能強化のための取組み
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XIV　自己点検・評価

（1）　恒常的な自己点検･評価システムの確立状況

　慶應義塾大学はこれまで自己点検・評価を受けたことがなく、自己点検・評価システムは十分
に確立されているとは言えない。

（2）　自己点検･評価の結果を将来の改善･改革につなげるための仕組み

　今回初めて自己点検・評価を受けるにあたり多くの項目について自己点検・評価したことか
ら、これを恒常的に生かせるシステムの構築を考えている。

（3）　学外者を含めた委員会の設置など、自己点検･評価の客観性･妥当性を確保する仕組み

　自己点検・評価の客観性・妥当性を確保するためには学外者の評価が必要と考えられる。今後
確立する自己点検・評価の恒常的なシステムにおいて学外の専門的研究者などによる評価を考
えている。ただし、慶應義塾大学医学研究科が掲げる「理念・目的・教育目標」に十分な理解と
寛容をもった学外評価者を探すことがきわめて重要であり、画一的な意見をもつ学外評価者によ
り当医学研究科の独自性や個性が失われることを避けたいと考えている。

（4）　自己点検･評価の結果の学外への発信状況

　医学研究科（医学部）独自では現在のところ考えていない。

XV　卒業生との関わり

（1）　卒業生の状況把握（就職先企業、現住所、同窓会活動など）

（2）　社中の一員としての協力・貢献（寄付、在校生支援、評議員など）

（3）　義塾から卒業生に対するサービス（社会人教育、招待など）

（4）　その他（学会等）

慶應医学会の発行する「慶應医学」や医学部は英文雑誌（The Keio Journal of Medicine）、公
開シンポジウムなども卒業生に最新の医学情報を伝える手段となっている。

以　上
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設置授業科目と担当者 
                                                                    

生 理  系 

 

  解 剖 学   

       （授業科目）    （単位）      （担 当 者） 

〔主科目〕  解 剖 学 特 論   ２  教  授  相磯貞和 （医 博） 

                 教  授   仲嶋一範 （医 博） 

      解 剖 学 演 習   ３  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

      解 剖 学 実 習   １０  教  授  今西宣晶 （医 博） 

      組 織 学 特 論   １  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      組 織 学 演 習   １  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      組 織 学 実 習   ３  専任講師  平岡芳樹 （理 博） 

      発 生 学 特 論   １  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

      発 生 学 演 習   １  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

      発 生 学 実 習   ２  専任講師  平岡芳樹 （理 博） 

      神 経 解 剖 学   １  教    授  仲嶋一範  (博(医)) 

      神経解剖学演習            １  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

    神経解剖学実習            ２  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

〔副科目〕  発 生 生 理 学   ３  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      生 理 学 特 論   １  教  授  柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 実 習   １  教  授  柚崎通介 （医 博） 

                 専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

      病  理  学  特  論   １  教  授  岡田保典 （医 博） 

病 理 学 実 習   １  教    授     坂元亨宇  （博(医)） 

      医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 生 理 学  

      （授業科目）   （単位）       （担 当 者） 

 〔主科目〕  生理学（第一）特論   ３  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    生理学（第一）演習   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    生理学（第一）実習   ８  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    生理学（第二）特論   ３  教  授     岡野栄之  （医 博）  

    生理学（第二）演習   ２  教  授     岡野栄之  （医 博） 

    生理学（第二）実習   ８  専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

    電 気 生 理 学   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    電気生理学実習           ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    化 学 生 理 学   ２  専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

    機能生化学実習           ２  専任講師  岡野洋尚    (博(医)) 
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〔副科目〕  神 経 解 剖 学   ２  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

    神経解剖学実習            ２  教  授  仲嶋一範  (博(医)) 

    医 化 学 特 論   ２  教  授  末松  誠    (博(医)) 

    医 化 学 実 習   ２  専任講師  合田亘人  （博(医)） 

    薬 理 学 特 論   ２   

    薬 理 学 実 習   ２   

    分子生物学特論            ２  教  授  清水信義 （医 博） 

    臨 床 生 理 学   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

    生 理 学 汎 論   ２   

    生 物 統 計 学   ２  専任講師  島田直樹 （医 博） 

    核 医 学 特 論   ２  教  授  久保敦司 （医 博） 

    内 分 泌 学 特 論            ２   

    医 学 特 別 講 義            ３      研究科委員全員 

    その他許可を得た科目  ５ 

 

 医 化 学   

      （授業科目）   （単位）      （担 当 者） 

〔主科目〕  酵 素 化 学 特 論          ３  教  授  末松  誠  （博(医)） 

      酵 素 化 学 演 習          ２  教  授  末松  誠  （博(医)） 

      酵 素 化 学 実 習          ８  専任講師  三谷芙美子 （医 博） 

      医 化 学 特 論   ３  教  授  末松  誠   (博(医)) 

      医 化 学 演 習   ２  助 教 授      島田秀夫 （医 博） 

      医 化 学 実 習   ８  専任講師  合田亘人  （博(医)） 

 〔副科目〕  生 理 学 特 論   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 演 習   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

      微 生 物 学 特 論            ２  教  授  石川博通 （医 博） 

      微 生 物 学 実 習            ２  専任講師  西沢正文 （農 博） 

      分子生物学特論            ２  教  授  清水信義 （理 博） 

      分子生物学実習            ２  専任講師  蓑島伸生 （医 博） 

      薬 理 学 特 論   ２   

      薬 理 学 実 習   ２   

      内 科 学 特 論   ２   

                 教  授  猿田享男 （医 博） 

                  

                 教  授  小川 聡 （医 博） 

                 教  授  池田康夫 （医 博） 

      内 科 学 演 習   ２   

                 教  授  猿田享男 （医 博） 

                  

                 教  授  小川 聡 （医 博） 

                 教  授  池田康夫 （医 博） 
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医 学 当 別 講 義           ３     研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 分子生物学   

       （授業科目）   （単位）      （担 当 者） 

 〔主科目〕  分子生物学特論            ３  教  授  清水信義 （理 博） 

      分子生物学演習            ２  教  授  清水信義 （理 博） 

      分子生物学実習            ８  助 教 授      蓑島伸生 （理 博） 

      遺伝子医学特論   ３  教  授  清水信義 （理 博） 

      遺伝子医学演習   ２  教  授  清水信義 （理 博） 

      遺伝子医学実習     ８  専任講師  工藤  純 （理 博） 

 〔副科目〕  発 生 学 特 論            ２  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      発 生 学 演 習            ２  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      生 理 学 特 論            ２  教  授  岡野栄之 （医 博） 

      生 理 学 演 習            ２  教  授  岡野栄之 （医 博） 

      医 化 学 特 論            ２  教  授  末松  誠  （博(医)） 

      医 化 学 演 習            ２  助 教 授      島田秀夫 （理 博） 

      病 理 学 特 論   ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      病 理 学 演 習   ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      微 生 物 学 特 論            ２  教  授  石川博通 （医 博） 

      微 生 物 学 演 習            ２  教  授  石川博通 （医 博） 

      ウイルス学特論            ２  助 教 授      松尾光一 （医 博） 

      免 疫 学 特 論   ２  教  授  小安重夫 （理 博） 

      薬 理 学 特 論   ２    

      医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 薬 理 学  

      （授業科目）   （単位）      （担 当 者） 

 〔主科目〕  薬 理 学 特 論   ８   

      薬 理 学 演 習   ６   

      薬 理 学 実 習   １２   

 〔副科目〕  医 化 学 特 論   ４  教  授  末松  誠  （博(医)） 

      医 化 学 実 習   ４  専任講師  合田亘人  （博(医)） 

      生 理 学 特 論   １  教  授  柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 実 習   １  教  授  柚崎通介 （医 博） 

                 専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

      毒 性 学 特 論   ２ 

臨 床 薬 理 学            ２   

                 教  授  猿田享男 （医 博） 

      医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 
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 先端医科学  

      （授業科目）    （単位）    （担 当 者） 

 〔主科目〕  先端医科学（第一）特論 ３   教    授     河上  裕  （博（医）） 

      先端医科学（第一）演習 ２   教    授     河上  裕  （博（医）） 

      先端医科学（第一）実習 ８   教    授     河上  裕  （博（医）） 

      先端医科学（第二）特論 ３ 

      先端医科学（第二）演習 ２ 

      先端医科学（第二）実習 ８ 

 〔副科目〕  発 生 学 特 論   ２   教    授     相磯貞和  （医  博） 

      発 生 学 演 習   ２   教    授     仲嶋一範  (博(医)) 

      生 理 学 特 論   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 演 習   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

      医 化 学 特 論   ２   教    授     末松  誠  (博(医)) 

      医 化 学 演 習   ２   助 教 授         島田秀夫  （医  博） 

      分子生物学特論            ２   教    授     清水信義  （理  博） 

      分子生物学演習            ２   教    授     清水信義  （理  博） 

      病 理 学 特 論   ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      病 理 学 演 習            ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      微 生 物 学 特 論            ２   教  授  石川博通  （医  博） 

      微 生 物 学 演 習            ２   教  授  石川博通  （医  博） 

      ウイルス学特論            ２   助 教 授      松尾光一  （医  博） 

      免 疫 学 特 論               ２   教  授   小安重夫  （理  博） 

      薬 理 学 特 論            ２   助 教 授      松岡正明  （医  博） 

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 

 構造生物学  

      （授業科目）    （単位）    （担 当 者） 

 〔主科目〕  構造生物学特論   ６    

      構造生物学特論      ４    

      構造生物学特論   １６    

 〔副科目〕  発 生 学 特 論   ２   教    授     相磯貞和  （医  博） 

      発 生 学 演 習   ２   教    授     仲嶋一範  (博(医)) 

      生 理 学 特 論   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

生 理 学 演 習   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

      医 化 学 特 論   ２   教    授     末松  誠  (博(医)) 

      医 化 学 演 習   ２   助 教 授         島田秀夫  （医  博） 

      分子生物学特論            ２   教    授     清水信義  （理  博） 

      分子生物学演習            ２   教    授     清水信義  （理  博） 
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      病 理 学 特 論   ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      病 理 学 演 習            ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      微 生 物 学 特 論            ２   教  授  石川博通  （医  博） 

      微 生 物 学 演 習            ２   教  授     石川博通  （医  博） 

      ウイルス学特論            ２   助 教 授  松尾光一  （医  博） 

      免 疫 学 特 論               ２   教  授   小安重夫  （理  博） 

      薬 理 学 特 論            ２    

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 発生・分化生物学  

      （授業科目）    （単位）    （担 当 者） 

 〔主科目〕  発生・分化生物学特論  ６   教    授     須田年生  （医  博） 

      発生・分化生物学演習  ４   教    授     須田年生  （医  博） 

      発生・分化生物学実習  16   教    授     須田年生  （医  博） 

 〔副科目〕  発 生 学 特 論   ２   教    授     相磯貞和  （医  博） 

      発 生 学 演 習   ２   教    授     仲嶋一範  (博(医)) 

      生 理 学 特 論   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

生 理 学 演 習   ２   教  授  柚崎通介 （医 博） 

      医 化 学 特 論   ２   教    授     末松  誠  (博(医)) 

      医 化 学 演 習   ２   助 教 授         島田秀夫  （医  博） 

      分子生物学特論            ２   教    授     清水信義  （理  博） 

      分子生物学演習            ２   教    授     清水信義  （理  博） 

      病 理 学 特 論   ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      病 理 学 演 習            ２   教    授     岡田保典  （医  博） 

      微 生 物 学 特 論            ２   教  授  石川博通  （医  博） 

      微 生 物 学 演 習            ２   教  授     石川博通  （医  博） 

      ウイルス学特論            ２   助 教 授  松尾光一  （医  博） 

      免 疫 学 特 論               ２   教  授   小安重夫  （理  博） 

      薬 理 学 特 論            ２    

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 薬 剤 学  

      （授業科目）    （単位）    （担 当 者） 

〔主科目〕  薬  剤  学  特  論   ６   教    授     谷川原祐介 （薬  博） 

      薬 剤 学 演 習   ４   教    授     谷川原祐介 （薬  博） 

  薬 剤 学 実 習   １６   助 教 授  森田邦彦  （薬  博） 

 〔副科目〕  薬 理 学 特 論   ２    

      薬 理 学 演 習   ２    

      医 化 学 特 論   ２  教  授  末松  誠   (博(医)) 

      医 化 学 演 習   ２  助 教 授      島田秀夫 （医 博） 
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      生 理 学 特 論   ２   教    授     岡野栄之 （医  博） 

教    授     柚崎通介 （医  博） 

      生 理 学 演 習   ２   教    授     岡野栄之 （医  博） 

教    授     柚崎通介 （医  博） 

      分子生物学特論            ２   教  授  清水信義 （理 博） 

      分子生物学演習            ２   教  授  清水信義 （理 博） 

      生 物 統 計 学   ２   専任講師 島田直樹 （博(医)） 

内 科 学 特 論            ２ 専任講師 天野隆弘 （医 博）

                  教  授     猿田享男 （医 博）

                   
                  教  授     小川 聡 （医 博）

                  教  授     池田康夫 （医 博）

内 科 学 演 習   ２   教  授     猿田康夫 （医 博）

                   
                  教  授     小川 聡 （医 博）

                  教  授     池田康夫 （医 博）

      小 児 科 学 特 論   ２   教  授   高橋孝雄 （医 博） 

      小 児 科 学 演 習      ２   教  授     高橋孝雄 （医 博） 

      臨 床 薬 理 学   ２   教  授    

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 病 理  系 

 

 病 理 学  

      （授業科目）   （単位）     （担 当 者） 

 〔主科目〕  病理学（第一）特論   ３  教  授  岡田保典   （医 博） 

      病理学（第一）演習   ２  教  授  岡田保典  （医 博） 

      病理学（第一）実習   ８  助 教 授      向井万起男 （医 博） 

      病理学（第二）特論   ３   教    授     坂元亨宇  （博(医)） 

      病理学（第二）演習   ２   教    授     坂元亨宇  （博(医)） 

      病理学（第二）実習   ８  教    授     坂元亨宇  （博(医)） 

 〔副科目〕  組 織 学 特 論   ２  教  授  相磯貞和 （医 博） 

      組 織 学 実 習   ２  専任講師  平岡芳樹 （医 博） 

      医 化 学 特 論   ２  教  授  末松  誠  （博(医)） 

      医 化 学 実 習   ２  専任講師  合田亘人  （博(医)） 

      生 理 学 特 論   ２  教  授 柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 実 習   ２  教  授 柚崎通介 （医 博） 

                 専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

      微 生 物 学 特 論            ３    教  授 石川博通 （医 博） 
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      微 生 物 学 実 習          ２  専任講師  西沢正文 （農 博） 

      法 医 学 特 論   ２  教  授  村井達哉 （医 博） 

      法 医 学 実 習   ２  専任講師  篠塚達雄 （医 博） 

      寄生蠕虫学特論            １  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生蠕虫学実習            １  専任講師  田辺将信 （医 博） 

      寄生原虫学特論            １  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生原虫学実習            １  専任講師  浅井隆志 （医 博） 

      内 科 学 特 論   ２  教  授  猿田享男 （医 博） 

                  

                 教  授  小川 聡 （医 博） 

                 教  授  池田康夫 （医 博） 

      外 科 学 特 論   ２  教  授  北島政樹 （医 博） 

                 教  授  四津良平 （医 博） 

                 教  授  河瀬 斌 （医 博） 

                 教  授  小林紘一 （医 博） 

      腫   瘍   学   ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 

 

 熱帯医学・寄生虫学   

      （授業科目）   （単位）      （担 当 者） 

 〔主科目〕  寄生蠕虫学特論            ２  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生蠕虫学演習            １  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生蠕虫学実習            ７  専任講師  田辺将信 （医 博） 

      寄生原虫学特論            ２  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生原虫学演習            ４  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生原虫学実習            ６  専任講師  浅井隆志  （博（医）） 

      熱 帯 医 学 特 論            ２  教  授  竹内 勤 （医 博） 

      熱 帯 医 学 演 習            １  専任講師  浅井隆志  （博（医）） 

      熱 帯 医 学 実 習            ４  専任講師  田辺将信 （医 博） 

 〔副科目〕  生 理 学 特 論   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

      生 理 学 実 習   ２  教  授  柚崎通介 （医 博） 

                 専任講師  岡野洋尚 （医 博） 

      病 理 学 特 論   ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      病 理 学 実 習   ２  教  授     坂元亨宇  （博(医)） 

      微 生 物 学 特 論            ２  教  授  石川博通 （医 博） 

      微 生 物 学 実 習            ２  専任講師  西沢正文 （農 博） 

      医 化 学 特 論   ２  教  授  末松  誠  （博（医）） 

薬 理 学 特 論            ２   

      内 科 学 特 論   ２  教  授  猿田享男 （医 博） 
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              教  授  小川 聡 （医 博） 

              教  授  池田康夫 （医 博） 

   小 児 科 学 特 論            ２  教  授  高橋孝雄 （医 博） 

   医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員 

   その他許可を得た科目  ５ 

 

法 医 学 

     （授業科目）   （単位）      （担 当 者） 

 〔主科目〕  基礎法医学特論            ３    教  授  村井達哉 （医 博） 

      基礎法医学演習            ２  教  授  村井達哉 （医 博） 

      基礎法医学実習            ８  専任講師  篠塚達雄 （薬 博） 

      応用法医学特論            ３  教  授  村井達哉 （医 博） 

      応用法医学演習            ２  教  授  村井達哉 （医 博） 

      応用法医学実習            ８  専任講師  篠塚達雄 （薬 博） 

 〔副科目〕  病 理 学 特 論            ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      病 理 学 演 習            ２  教  授  岡田保典 （医 博） 

      微 生 物 学 特 論            ２  教  授  石川博通 （医 博） 

      微 生 物 学 実 習            ２  専任講師    西沢正文 （農 博） 

内 科 学 特 論   ２ 教  授  猿田享男 （医 博） 

                 教  授  小川 聡 （医 博） 

                 教  授  池田康夫 （医 博） 

      外 科 学 特 論   ２  教  授  北島政樹 （医 博） 

                 教  授  四津良平 （医 博） 

                 教  授  河瀬 斌 （医 博） 

                 教  授  小林紘一 （医 博） 

      産婦人科学特論            ２  教  授  野澤志朗 （医 博） 

      精 神 医 学 特 論            ２  教  授  鹿島晴雄 （医 博） 

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

微生物学・免疫学 

（授業科目） （単位）    （担 当 者）

〔主科目〕 微 生 物 学 特 論            ３教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 演 習            ２教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習            ８専任講師 西沢正文 （農 博）

ウイルス学特論            ３助 教 授    松尾光一 （医 博）

ウイルス学演習            ２助 教 授    松尾光一 （医 博）

ウイルス学実習            ８専任講師 瀬川 薫 （理 博）

免 疫 学 特 論            ３教  授 小安重夫 （理 博）

免 疫 学 演 習            ２教  授 小安重夫 （理 博）

免 疫 学 実 習            ８専任講師 松田達志 （理 博）
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〔副科目〕 生 理 学 特 論            ２教  授  柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習            ２教  授  柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

医 化 学 特 論            ２教  授 末松 誠  （博(医)） 

      医 化 学 実 習            ２ 専任講師  合田亘人  （博(医)） 

      病 理 学 特 論            ２ 教  授  岡田保典 （医 博） 

      病 理 学 実 習            ２ 教    授     坂元亨宇  （博(医)） 

      公衆衛生学特論            ２ 教  授  大前和幸 （医 博） 

      公衆衛生学実習            ２ 教  授  大前和幸 （医 博） 

      薬 理 学 特 論            ２  

      内 科 学 特 論            ２ 教  授  猿田享男 （医 博） 

                教  授  小川 聡 （医 博） 

                教  授  池田康夫 （医 博） 

      小 児 科 学 特 論            ２ 教  授  高橋孝雄 （医 博） 

      外 科 学 特 論            ２ 教  授  北島政樹 （医 博） 

                教  授  四津良平 （医 博） 

                教  授  河瀬 斌 （医 博） 

                教  授  小林紘一 （医 博） 

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 予防医学系

衛生学公衆衛生学

（授業科目）  （単位）  （担 当 者）

〔主科目〕 環境衛生学特論            ２教 授 大前和幸 （医 博）

環境衛生学演習            ４教 授 大前和幸 （医 博）

環境衛生学実習            ６教 授 大前和幸 （医 博）

公衆衛生学特論            ２教  授 大前和幸 （医 博）

公衆衛生学演習            ４教  授 大前和幸 （医 博）

公衆衛生学実習            ６教  授 大前和幸 （医 博）

生 物 統 計 学            ２専任講師 島田直樹 （博（医））

生物統計学実習            ２専任講師 武林 亨 （博（医）） 

 〔副科目〕  寄生蠕虫学特論            １ 教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生蠕虫学実習            １ 専任講師  田辺将信 （医 博） 

      寄生原虫学特論            １ 教  授  竹内 勤 （医 博） 

      寄生原虫学実習            １ 専任講師  浅井隆志 （医 博） 

      微 生 物 学 特 論            ２ 教  授  石川博通 （医 博） 

      微 生 物 学 実 習            ２ 専任講師  西沢正文 （農 博） 

      生 理 学 特 論            ２ 教  授  柚崎通介 （医 博） 

      医 化 学 特 論            ２ 教  授  末松  誠  （博（医）） 
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      法 医 学 特 論            ２ 教  授  村井達哉   （医 博） 

      医療政策・管理学特論  ２ 教  授  池上直己 （医 博）

      内 科 学 特 論            ２教  授 猿田享男 （医 博） 

                教  授  小川 聡 （医 博） 

                教  授  池田康夫 （医 博） 

       小 児 科 学 特 論            ２ 教  授  高橋孝雄 （医 博） 

       産婦人科学特論            ２ 教  授  野澤志朗 （医 博） 

       医 学 特 別 講 義            ３   研究科委員全員 

       その他許可を得た科目  ５ 

 

医療政策・管理学 

（授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 医療政策・管理学   ２

（第一）特論

医療政策・管理学   ２教  授 池上直己 （医 博）

（第二）特論

医療政策・管理学 １０ 教  授 池上直己 （医 博）

（第二）実習 ８ 専任講師 池田俊也 （博（医））

医療（第一）特論            ２

医療（第二）特論            ２教  授 池上直己 （医 博） 

 〔副科目〕  公衆衛生学特論            ２ 教  授  大前和幸 （医 博） 

      公衆衛生学実習            ２ 教  授  大前和幸 （医 博） 

      生 物 統 計 学            ２ 専任講師  島田直樹  （博(医)） 

      生物統計学実習            ２ 専任講師  武林  亨  （博(医)） 

      精神保健学特論            １ 教  授  鹿島晴雄 （医 博） 

      医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員 

      その他許可を得た科目  ５ 

 

 

 内 科  系 

 

内 科 学 

（授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 内科学（第一）特論   ２教  授

内科学（第一）演習   １教  授

内科学（第一）実習   ４専任講師 天野隆弘 （医 博）

内科学（第二）特論   ２教  授 猿田享男 （医 博）

内科学（第二）演習   １教  授 猿田享男 （医 博）

内科学（第二）実習   ４助 教 授    林 松彦 （医 博）

内科学（第三）特論   ２

内科学（第三）演習   １

55



178

VI-(1) 資料

内科学（第三）実習   ４助 教 授    永田博司 （医 博）

内科学（第四）特論   ２教  授 小川 聡 （医 博）

内科学（第四）演習   １教  授 小川 聡 （医 博）

内科学（第四）実習   ４助 教 授    山口佳寿博（医 博）

内科学（第五）特論   ２教  授 池田康夫 （医 博）

内科学（第五）演習   １教  授 池田康夫 （医 博）

内科学（第五）実習   ４助 教 授    岡本真一郎（医 博）

専任講師 木崎昌弘 （医 博）

診 断 ・ 治 療 学            ２助 教 授    林 松彦 （医 博）

食 養 学 特 論            ２

〔副科目〕 生 理 学 特 論            ２教  授 柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

医 化 学 特 論            ２教  授 末松 誠  （博(医)）

医 化 学 実 習            ２専任講師 合田亘人  （博(医)）

病 理 学 特 論            ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習            ２教    授     坂元亨宇  （博(医)）

微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習            ２専任講師 西沢正文 （農 博）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線医学実習            ２教  授 久保敦司 （医 博）

公衆衛生学特論            ２教  授 大前和幸 （医 博）

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

麻酔生理学実習            ２教  授 武田純三 （医 博）

薬 理 学 特 論            ２

外 科 学 特 論            ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

小 児 科 学 特 論            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

眼 科 学 特 論            ２

皮 膚 科 学 特 論            ２教  授 西川武二 （医 博）

泌尿器科学特論            ２教  授 村井 勝 （医 博）

精 神 医 学 特 論            ２教  授 鹿島晴雄 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

小児科学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 小 児 科 学 特 論            ４教  授 高橋孝雄 （医 博）

小 児 科 学 演 習            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

小 児 科 学 実 習            ８専任講師 粟津 緑 （医 博）
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専任講師 渡辺久子 （医 博）

小児科診断学特論            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

小児科診断学演習            ２

小児科診断学実習              ８助 教 授 小崎健次郎（医 博）   
小児科治療学特論            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

小児科治療学演習            ２専任講師 山岸敬幸 （医 博）

小児科治療学実習            ２助 教 授 長谷川奉延（医 博）

〔副科目〕 生 理 学 特 論            ２教  授 柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習            ２教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論            ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習            ２教    授     坂元亨宇  （博(医)）

医 化 学 特 論            ２教  授 末松 誠  （博(医)）

医 化 学 実 習            ２専任講師 合田亘人  （博(医)）

微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習            ２専任講師 西沢正文 （農 博）

薬 理 学 特 論            ２

分子生物学特論            ２教  授 清水信義 （医 博）

公衆衛生学特論            ２教  授 大前和幸 （医 博）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

精神神経科学

 （授業科目）  （単位）  （担 当 者）

〔主科目〕 精 神 医 学 特 論 ３教  授 鹿島晴雄 （医 博）

精 神 医 学 演 習            ２ 助 教 授    加藤元一郎（医 博）

精 神 医 学 実 習            ６専任講師 濱田秀伯 （医 博）

                     専任講師 水野雅文 （博(医)）

         精神保健学特論            ２教  授 鹿島晴雄 （医 博）

           精神保健学演習         ２ 助 教 授    加藤元一郎（医 博）

精神保健学実習 ４ 専任講師 村松太郎  （博(医)） 

                    専任講師 白波瀬丈一郎 （博(医)）

神 経 病 学 特 論            １教  授 鹿島晴雄 （医 博）

神 経 病 学 演 習            ２教  授 鹿島晴雄 （医 博）

神 経 病 学 実 習            ４専任講師 濱田秀伯 （医 博）

〔副科目〕 生 理 学 特 論            ３教  授 柚崎通介 （医 博）

神経病理学特論            ３教  授 岡田保典 （医 博）

薬 理 学 特 論            ３

医 化 学 特 論            ３教  授 末松 誠  （博(医)）

神 経 解 剖 学            ３教  授 仲嶋一範  (博(医))
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脳神経外科学特論            ３教  授 河瀬 斌 （医 博）

内 科 学 特 論            ３教  授 猿田享男 （医 博）

 教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

                    

内 科 学 演 習   ３教  授 猿田康夫 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

小 児 科 学 特 論            ３教  授 高橋孝雄 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

皮膚科学

（授業科目） （単位） （担 当 者）

〔主科目〕 皮 膚 科 学 特 論         ４ 教 授 西川武二 （医 博）

皮 膚 科 学 演 習         ２ 教 授 西川武二 （医 博）

皮 膚 科 学 実 習         ２ 助 教 授 田中 勝 （医 博）

皮膚科診断学特論         ２ 助 教 授 田中 勝 （医 博）

皮膚科治療学特論         ２ 専任講師 谷川暎子 （医 博）

皮膚病理学特論         ２ 教 授 西川武二 （医 博）

皮膚病理学演習         ２ 助 教 授 田中 勝 （医 博）

皮膚病理学実習         ２ 専任講師 石河 晃 （医 博）

皮膚病因学特論         ２ 教 授 西川武二 （医 博）

皮膚病因学演習         ２ 専任講師 天谷雅行 （医 博）

皮膚免疫･ｱﾚﾙｷﾞｰ学特論 ２ 教 授 西川武二 （医 博）

分子皮膚科学特論             2  専任講師 天谷雅行 （医 博）

〔副科目〕 解 剖 学 特 論             2  教 授 相磯貞和 （医 博）

医 化 学 特 論             2  教 授 末松 誠   （博(医)）

分子生物学特論             2  教 授 清水信義 （医 博）

薬 理 学 特 論             2  教 授

病 理 学 特 論             2  教 授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習             2  教    授     坂元亨宇   （博(医)）

熱 帯 医 学 特 論             2  教 授 竹内 勤 （医 博）

微 生 物 学 特 論             2  教  授 石川博通 （医 博）

免 疫 学 特 論             2  教  授 小安重夫 （理 博）

内 科 学 特 論             2  専任講師 天野隆弘 （医 博）

                  2  教 授 猿田享男 （医 博）

                  2  助 教 授 永田博司 （医 博）

                  2  教 授 小川 聡 （医 博）

                  2  教 授 池田康夫 （医 博）

内 科 学 実 習             2  助 教 授 林 松彦 （医 博）
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                  2  助 教 授 山口佳寿博 （医 博）

                  2  助 教 授 岡本真一郎 （医 博）

                  2  専任講師 長谷川直樹 （医 博）

                  2  専任講師 棚橋紀夫 （医 博）

                  2  専任講師 木崎昌弘 （医 博）

小 児 科 学 特 論              2  教 授 高橋孝雄 （医 博）

放射線医学特論              2  教 授 久保敦司 （医 博）

形成外科学特論              2  教 授 中島龍夫 （医 博）

形成外科学実習              2  助 教 授 中嶋英雄 （医 博）

医 学 特 別 講 義              3           研究科委員全員

その他許可を得た科目   5 

放射線医学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線物理特論            １教  授 久保敦司 （医 博）

放射線管理学特論            １教  授 久保敦司 （医 博）

画像診断学特論            ４教  授 栗林幸夫 （医 博）

画像診断学演習            ４教  授 栗林幸夫 （医 博）

専任講師 杉野吉則 （医 博）

画像診断学実習            ４専任講師 橋本 統 （医 博）

放射線腫瘍学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線腫瘍学演習            ２助 教 授 安藤 裕 （医 博）

放射線腫瘍学実習            ２専任講師 茂松直之 （医 博）

核 医 学 特 論            １教  授 久保敦司 （医 博）

核 医 学 演 習            １教  授 久保敦司 （医 博）

核 医 学 実 習            １専任講師 中村佳代子（理 博）

〔副科目〕内 科 学 特 論   ２教  授 猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

        内 科 学 実 習         ２助 教 授 林 松彦 （医 博）

                   助 教 授 山口佳寿博 （医 博）

                                                助 教 授 永田博司 （医 博）

                   助 教 授 岡本慎一郎 （医 博）

                   専任講師 天野隆弘 （医 博）

                   専任講師 木崎昌弘 （医 博）

外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２ 専任講師 久保田哲朗 （医 博）

59



182

VI-(1) 資料

教 授 四津良平 （医 博）

専任講師 饗庭 了（医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

産婦人科学特論            ２教  授 野澤志朗 （医 博）

産婦人科学実習            ２教  授 吉村泰典 （医 博）

耳鼻咽喉科学特論            ２教  授 小川 郁 （医 博）

解 剖 学 特 論            ２教  授 仲嶋一範  (医 博）

教  授 相磯貞和 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

生 理 学 特 論   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

公衆衛生学特論            ２教  授 大前和幸 （医 博）

医療政策・管理学特論 ２教  授 池上直己 （医 博）

整形外科学特論            ２教  授 戸山芳昭 （医 博）

泌尿器科学特論            ２教  授 村井 勝 （医 博）

小 児 科 学 特 論            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３     研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

老年科学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 老年科学（第一）特論 ４

老年科学（第一）演習 ３

老年科学（第一）実習 ８

老年科学（第二）演習 ３

老年科学（第二）実習 ８

〔副科目〕 生 理 学 特 論            ２

医 化 学 特 論            ２

薬 理 学 特 論            ２

病 理 学 特 論            ２

内科学（第一）特論            ２

内科学（第二）特論   ２

内科学（第三）特論   ２

内科学（第四）特論   ２

内科学（第五）特論   ２

精 神 医 学 特 論            ３

医 学 特 別 講 義            ３

その他許可を得た科目 ５

リハビリテーション医学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学特論   ５
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ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学演習   ５

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学実習   １０教  授 里宇明元 （博(医)）
専任講師 長谷公隆 （博(医)）

臨床電気診断学特論   ３

臨床電気診断学実習   ３教  授   里宇明元 （博(医)）
専任講師 長谷公隆 （博(医)）

〔副科目〕 解 剖 学 特 論   ２教  授 仲嶋一範  (博(医))
解 剖 学 実 習   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

生 理 学 特 論   ２

生 理 学 実 習   ２

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授  岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２助 教 授 向井万起男（医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

臨床検査医学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 臨床検査医学特論 ６教  授  渡辺清明 （医 博）

臨床検査医学特論 ８教  授  渡辺清明 （医 博）

臨床検査医学特論  12専任講師  川合陽子 （医 博）

専任講師 菊池春人 （博(医)）
〔副科目〕 医 化 学 特 論   ２教  授  末松  誠 （博(医)）

医 化 学 実 習   ２教  授  末松  誠 （博(医)）
微 生 物 学 特 論 ２教  授  石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習 ２専任講師  西沢正文 （農 博）

分子生物学特論 ２教  授  清水信義 （理 博）

分子生物学演習 ２教  授  清水信義 （理 博）

薬 理 学 特 論 ２

病 理 学 特 論 ２教  授  岡田保典 （医 博）

病 理 学 演 習 ２教  授  岡田保典 （医 博）

内 科 学 特 論 ２教  授  猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

内 科 学 演 習 ２教  授  猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

小 児 科 学 特 論 ２教  授  高橋孝雄 （医 博）

産婦人科学特論 ２教  授  野澤志朗 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３
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その他許可を得た科目 ５

 外 科 系

外 科 学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 外科学（第一）特論   ３教  授 北島政樹 （医 博）

外科学（第一）演習   ２教  授 北島政樹 （医 博）

外科学（第一）実習   ８ 助 教 授    久保田哲朗（医 博）

外科学（第二）特論   ３教  授 四津良平 （医 博）

外科学（第二）演習   ２教  授 四津良平 （医 博）

外科学（第二）実習   ８専任講師 饗庭 了 （医 博）

外科学（第三）特論   ３教  授 河瀬 斌 （医 博）

外科学（第三）演習   ２教  授 河瀬 斌 （医 博）

外科学（第三）実習   ８教  授 河瀬 斌 （医 博）

外科学（第四）特論   ３教  授 小林紘一 （医 博）

外科学（第四）演習   ２教  授 小林紘一 （医 博）

外科学（第四）実習   ８教  授 小林紘一 （医 博）

外科手術学特論            ２教  授 北島政樹 （医 博）

外科手術学実習            ２教  授 北島政樹 （医 博）

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

臨床麻酔学実習            ２教  授 武田純三 （医 博）

〔副科目〕 解 剖 学 特 論   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

教  授 仲嶋一範  (博(医))

解 剖 学 実 習   ２専任講師 今西宣晶 （医 博）

生 理 学 特 論   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授  岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２教    授     坂元亨宇  （博(医)）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線医学実習            ２教  授 久保敦司 （医 博）

臨 床 腫 瘍 学   ２教  授 北島政樹 （医 博）

医 化 学 特 論            ２教  授 末松 誠  (博(医))

薬 理 学 特 論            ２教  授   
微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

内 科 学 特 論            ２

教  授 猿田享男 （医 博）
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教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

神 経 解 剖 学   ２教  授 仲嶋一範  (博(医))
神 経 生 理 学   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

神 経 病 理 学   ２教  授 岡田保典 （医 博）

神 経 病 学            ２教  授 鹿島晴雄 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

整形外科学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 整形外科学特論            ３教  授 戸山芳昭 （医 博）

整形外科学演習            ３教  授 戸山芳昭 （医 博）

整形外科学実習            １２教  授 戸山芳昭 （医 博）

助 教 授 松本秀男 （医 博）

専任講師 矢部啓夫 （医 博）

整形外科手術学特論   ２専任講師 矢部啓夫 （医 博）

整形外科手術学実習   ４専任講師 矢部哲夫 （医 博）

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学特論   ２教  授 里宇明元 （医 博）

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学実習   ４教  授 里宇明元 （医 博）

〔副科目〕 解 剖 学 特 論   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

教  授 仲嶋一範  (博(医))

解 剖 学 実 習   ２専任講師 今西宣晶 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

教  授  坂元亨宇  (博(医))

病 理 学 実 習   ２助 教 授    向井万起男（医 博）

外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

         外 科 学 実 習       ２教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

                助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）

      臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

臨床麻酔学実習            ２教  授 武田純三 （医 博）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線医学実習            ２教  授 久保敦司 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５
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眼 科 学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 眼 科 学 特 論   ２

眼 科 学 演 習   ２

眼 科 学 実 習   １０

助 教 授    真島行彦 （医 博）

専任講師 山田昌和  (博(医))

専任講師 黒坂大次郎  (博(医))

専任講師 安藤靖恭  (博(医))

専任講師 根岸一乃  (博(医))

眼 科 治 療 学   ３

眼科治療学実習   
〔副科目〕 生 理 学 特 論   ２教  授 岡野栄之 （医 博）

２教  授 岡野栄之 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

医 化 学 特 論   ２教  授 末松 誠 （博（医））

医 化 学 実 習            ２専任講師 合田亘人  （博(医)）

病 理 学 特 論            ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２助 教 授    向井万起男（医 博）

           教    授     坂元亨宇  （博(医)）

分子生物学特論            ２教  授 清水信義 （医 博）

分子生物学実習            ２助 教 授 蓑島伸生 （医 博）

専任講師 工藤 純 （理 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

耳鼻咽喉科学

 （授業科目）  （単位）     （担 当 者）

〔主科目〕 耳鼻咽喉科学特論            ３教  授 小川 郁 （博（医））

耳鼻咽喉科学演習            ２教  授 小川 郁 （博（医））

耳鼻咽喉科学実習            １０教  授 小川 郁 （博（医））

専任講師 國弘幸伸 （博（医））

気管食道科学特論            ２専任講師 塩谷彰浩 （医 博）

気管食道科学演習            ２専任講師 塩谷彰浩 （医 博）

気管食道科学実習            ４専任講師 塩谷彰浩 （医 博）

音声言語医学特論            ２専任講師 佐藤美奈子（博(医)）

音声言語医学演習            １専任講師 佐藤美奈子（博(医)）

音声言語医学実習            ２専任講師 佐藤美奈子（博(医)）

〔副科目〕 生 理 学 実 習   ２教  授 石川通介 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授 石川通介 （医 博）
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専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論            ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習            ２教    授     坂元亨宇  （博(医)）

微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習            ２専任講師 西沢正文 （理 博）

外 科 学 特 論            ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

泌尿器科学

 （授業科目）  （単位）  （担 当 者）

〔主科目〕 泌尿器科学特論            ２教  授 村井 勝 （医 博）

泌尿器科学演習            ４教  授 村井 勝 （医 博）

泌尿器科学実習            １２助 教 授    丸茂 健 （医 博）

専任講師 中島 淳 （医 博）

泌尿器手術学特論            ２専任講師 中島 淳 （医 博）

泌尿器手術学実習            ６専任講師 大東貴志 （医 博）

専任講師 大家基嗣 （医 博）

〔副科目〕 内 科 学 特 論   ２教  授   
教  授 猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

         内 科 学 実 習              2  助 教 授 林 松彦 （医 博）

                   助 教 授 山口佳寿博 （医 博）

                   助 教 授 永田博司 （医 博）

                   助 教 授 岡本慎一郎 （医 博）

                  専任講師 熊谷裕生 （医 博）

                   専任講師 天野隆弘 （医 博）

                   専任講師 木崎昌弘 （医 博）

外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）
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教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２ 教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

                助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）

産婦人科学特論            ２教  授 野澤志朗 （医 博）

産婦人科学実習            ２教  授 吉村泰典 （医 博）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

放射線医学実習            ２教  授 久保敦司 （医 博）

解 剖 学 特 論            ２教  授 相磯貞和 （医 博）

教  授 仲嶋一範  (博(医))
生 理 学 特 論   ２教  授 岡野栄之 （医 博）

医 化 学 特 論   ２教  授 末松 誠  (博(医))
病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

医学特別講義     ３     研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

産婦人科学

       （授業科目）   （単位）    （担 当 者） 

 〔主科目〕  産婦人科学(第一)特論  ３ 教  授  野澤志朗 （医 博） 

      産婦人科学(第一)演習  ２ 助 教 授      塚崎克己 （医 博） 

      産婦人科学(第一)実習  ８ 専任講師  青木大輔 （医 博） 

      産婦人科学(第二)特論  ３ 教  授  吉村泰典 （医 博） 

      産婦人科学(第二)演習  ２ 助 教 授      末岡 浩 （医 博） 

      産婦人科学(第二)実習  ８ 専任講師  久慈直昭 （医 博） 

産婦人科手術学特論          ２専任講師 久布白兼行（医 博）

〔副科目〕 生 理 学 特 論   ２教  授  岡野栄之 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授  岡野栄之 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２教    授     坂元亨宇  （博(医)）

内 科 学 特 論   ２

教  授 猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

内 科 学 実 習   ２助 教 授    林 松彦 （医 博）

外 科 学 特 論   ２教 授 北島政樹 （医 博）

教 授 四津良平 （医 博）
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教 授 小林絋一 （医 博）

教 授 河瀬 斌 （医 博）

外 科 学 実 習   ２教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

                助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）

小 児 科 学 特 論            ２教  授 高橋孝雄 （医 博）

小 児 科 学 実 習            ２教  授   高橋孝雄 （医 博）

助 教 授    長谷川奉延（医 博）

泌尿器科学特論            ２教  授 村井 勝 （医 博）

泌尿器科学実習            ２助 教 授    丸茂 健 （医 博）

解 剖 学 特 論   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

教  授 仲嶋一範  (博(医))

発 生 学 特 論   ２教  授 仲嶋一範  (博(医))

医 化 学 特 論   ２教  授 末松 誠  (博(医))

微 生 物 学 特 論            ２教  授 石川博通 （医 博）

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

放射線医学特論            ２教  授 久保敦司 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３   研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

臨床麻酔学

 （授業科目）  （単位）    （担 当 者）

〔主科目〕 臨床麻酔学特論            ３教  授 武田純三 （医 博）

臨床麻酔学演習            ５専任講師 山田達也 （医 博）

臨床麻酔学実習            ２０教  授 武田純三 （医 博）

麻 酔 薬 理 学   ２専任講師 森崎 浩 （医 博）

麻酔薬理学実習            ２教  授 武田純三 （医 博）

助 教 授 津崎晃一 （医 博）

麻 酔 生 理 学   ２教  授 武田純三 （医 博）

麻酔生理学実習            ２教  授 武田純三 （医 博）

専任講師 小竹良文 （医 博）

〔副科目〕 外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２ 教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

                助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）
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生 理 学 特 論   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習   ２教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

薬 理 学 特 論   ２助 教 授 松岡正明  (博(医))

薬 理 学 実 習   ２助 教 授 松岡正明  (博(医))

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

形成外科学

 （授業科目）  （単位）    （担 当 者）

〔主科目〕 形成外科学特論            ２教 授 中島龍夫 （医 博）

形成外科学演習            ２専任講師 田中一郎  (博(医))

形成外科学実習            ８助 教 授    中嶋英雄 （医 博）

専任講師 田中一郎  (博(医))

形成外科手術学特論   ２教 授 中島龍夫 （医 博）

形成外科手術学実習   ５助 教 授    中嶋英雄 （医 博）

専任講師 田中一郎  (博(医))

組織移植学特論            ２教 授 中島龍夫 （医 博）

組織移植学実習            ５助 教 授    中嶋英雄 （医 博）

専任講師 田中一郎  (博(医))

〔副科目〕 解 剖 学 特 論   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

教  授 仲嶋一範  (博(医))

解 剖 学 実 習   ２専任講師 今西宣晶 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２教    授     坂元亨宇  (博(医))

外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２ 教  授 河瀬 斌 （医 博）

教  授 小林紘一 （医 博）

                助 教 授    久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）

形成口腔外科学特論   ２専任講師 田中一郎 （博（医））

形成口腔外科学実習   ２助 教 授    中嶋英雄 （医 博）

専任講師 田中一郎 （博（医））

生 理 学 特 論   ２教  授 柚崎通介 （医 博）
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免 疫 学 特 論   ２教  授 石川博通 （医 博）

整形外科学特論            ２教  授 戸山芳昭 （医 博）

耳鼻咽喉科学特論            ２教  授 小川 郁 （博（医））

臨床麻酔学特論            ２教  授 武田純三 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

救急医学

 （授業科目）  （単位）    （担 当 者）

〔主科目〕 救 急 医 学 特 論 ４教  授 相川直樹 （医 博）

救 急 医 学 演 習 ２教  授 相川直樹 （医 博）

救 急 医 学 実 習  12 助 教 授 堀 進悟 （医 博）

専任講師 藤島清太郎（医 博）

侵 襲 学 特 論 ２教  授 相川直樹 （医 博）

侵 襲 学 実 習 ６専任講師 藤島清太郎（医 博）

〔副科目〕 生 理 学 特 論   ６教  授 岡野栄之 （医 博）

教  授 柚崎通介 （医 博）

生 理 学 実 習     ６教  授 柚崎通介 （医 博）

専任講師 岡野洋尚 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

教  授 坂元亨宇 （医(博)）
病 理 学 実 習   ２教  授 坂元亨宇 （医(博)）

助 教 授 向井万起男（医 博）

応用法医学特論 ２教  授 村井達哉 （医 博）

応用法医学実習 ２教  授 村井達哉 （医 博）

公衆衛生学特論 ２教  授 大前和幸 （医 博）

生 物 統 計 学 ２ 専任講師 島田直樹 （博(医)）
内 科 学 特 論   ２

教  授 猿田享男 （医 博）

教  授 小川 聡 （医 博）

教  授 池田康夫 （医 博）

内 科 学 実 習   ２専任講師 天野隆弘 （医 博）

助 教 授 林 松彦 （医 博）

助 教 授 永田博司 （医 博）

助 教 授 山口佳寿博（医 博）

助 教 授 岡本真一郎（医 博）

専任講師 木崎昌弘 （医 博）

外 科 学 特 論   ２教  授 北島政樹 （医 博）

教  授 四津良平 （医 博）

教  授 河瀬 斌 （医 博）
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教  授 小林紘一 （医 博）

外 科 学 実 習   ２助 教 授 久保田哲朗（医 博）

専任講師 饗庭 了 （医 博）

専任講師 上田敏彦 （医 博）

教 授 河瀬 斌 （医 博）

教 授 小林紘一 （医 博）

臨床麻酔学特論 ２教  授 武田純三 （医 博）

臨床麻酔学実習 ２教  授 武田純三 （医 博）

画像診断学特論 ２教  授 栗林幸夫 （医 博）

画像診断学実習 ２専任講師 橋本 統 （医 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５

歯科口腔外科学

 （授業科目）  （単位）    （担 当 者）

〔主科目〕 歯科口腔外科学特論  ２教  授 中川 種昭（歯 博）

歯科口腔外科学演習  ４教  授 中川 種昭（歯 博）

歯科口腔外科学実習  １２教  授 中川 種昭（歯 博）

歯科口腔外科手術学特論  ２助 教 授 朝波惣一郎（医 博）

歯科口腔外科手術学実習  ６助 教 授 朝波惣一郎（医 博）

〔副科目〕 解 剖 学 特 論   ２教  授 相磯貞和 （医 博）

解 剖 学 実 習     ２教  授 相磯貞和 （医 博）

病 理 学 特 論   ２教  授 岡田保典 （医 博）

病 理 学 実 習   ２教  授 岡田保典 （医 博）

微 生 物 学 特 論   ２教  授 石川博通 （医 博）

微 生 物 学 実 習   ２教  授 石川博通 （医 博）

免 疫 学 特 論   ２教  授 小安重夫 （理 博）

医 学 特 別 講 義            ３    研究科委員全員

その他許可を得た科目 ５
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